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新
築
着
工
戸
数
が
減
少

す
る
中
で
リ
フ
ォ
ー
ム
市

場
へ
の
注
目
度
が
高
ま
っ

て
い
る
が
、
現
時
点
で
ど

の
程
度
の
リ
フ
ォ
ー
ム
需

要
が
顕
在
化
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

国
交
省
が
発
表
し
た
令

和
３
年
度
「
建
築
物
リ
フ

ォ
ー
ム
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

調
査
」
に
よ
る
と
、
受
注

高
は
住
宅
で
３
兆
６
９
７

９
億
円
、
非
住
宅
で
７
兆

９
５
０
１
億
円
、
全
体
で

は
11
兆
６
９
７
９
億
円
と

い
う
途
方
も
な
い
金
額
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
都

道
府
県
別
に
し
た
の
が
左

表
で
あ
る
。
都
道
府
県
別

に
し
た
と
こ
ろ
で
金
額
は

大
き
く
、
と
て
も
実
感
が

湧
か
な
い
。
そ
こ
で
１
業

者
あ
た
り
の
受
注
高
を
推

計
し
て
み
た
い
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
数

か
ら
算
出
し
た
い
と
こ
ろ

だ
が
、
許
認
可
制
で
は
な

い
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の

数
は
把
握
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
今
回
は
、
多

く
の
専
門
工
事
業
者
が
リ

フ
ォ
ー
ム
市
場
に
参
入
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
建
設
業
許
可
業
者
数

か
ら
推
計
し
て
い
く
。

　

国
交
省
が
公
表
す
る

「
建
設
業
許
可
業
者
の
現

況
」
に
よ
れ
ば
、
令
和
３

年
３
月
末
現
在
で
、
全
国

の
建
設
業
許
可
業
者
は
47
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万
３
９
５
２
業
者
で
、
都

道
府
県
別
の
数
値
は
左
表

の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
の
数
値
で
リ
フ
ォ
ー

ム
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
受

注
額
を
割
る
と
、
１
業
者

あ
た
り
の
受
注
額
は
全
国

平
均
で
約
２
４
６
８
万
円

と
な
る
。
ぐ
っ
と
身
近
な

数
値
に
な
っ
た
。
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
へ
の
取
り
組
み

に
向
け
た
一
つ
の
指
標
に

な
り
そ
う
だ
。

　

一
方
、
都
道
府
県
別
で

は
東
京
都
や
鳥
取
県
が
４

０
０
０
万
円
を
超
え
て
い

る
の
に
対
し
て
、
１
０
０

０
万
円
台
は
14
府
県
あ
り

格
差
は
大
き
い
。
市
場
規

模
だ
け
で
な
く
事
業
者
数

も
大
き
く
関
係
し
て
い
る

わ
け
だ
が
、
受
注
額
が
低

い
県
は
、
こ
れ
か
ら
リ
フ

ォ
ー
ム
市
場
が
顕
在
化
し

て
い
く
途
上
に
あ
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

参
考
ま
で
に
、
２
面
で

は
都
道
府
県
別
の
１
業
者

あ
た
り
の
受
注
額
を
順
位

別
で
掲
載
し
て
い
る
の
で

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
年
、
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
は

千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
で
す
。
明
治

６
（
１
８
７
３
）
年
６
月
に
当
時
の
木

更
津
県
と
印
旛
県
が
合
併
し「
千
葉
県
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
栃
木
県
さ
ん
と
同

級
生
の
よ
う
で
す
。

　

千
葉
県
は
も
と
も
と
「
安
房
国
」（
あ

わ
の
く
に
・
現
在
の
千
葉
県
南
部
）、「
上

総
国
」（
か
ず
さ
の
く
に
・
現
在
の
千

葉
県
中
部
）、「
下
総
国
」（
し
も
う
さ

の
く
に
・
現
在
の
千
葉
県
北
部
と
茨
城

県
南
西
部
）
の
３
つ
の
国
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

空
は
日
本
最
大
空
港
の
一
つ
成
田
空

港
が
あ
り
、
海
は
三
大
貿
易
港
の
千
葉

港
、
三
大
漁
港
の
銚
子
漁
港
、
陸
は
地

形
に
も
恵
ま
れ
、
生
産
日
本
一
位
を
誇

る
ふ
な
っ
し
ー
の
梨
や
落
花
生
が
あ
る

も
の
の
、「
千
葉
県
」
と
し
て
の
地
名

度
は
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。し
か
し
、

千
葉
県
に
あ
る
の
に
「
東
京
」
を
冠
に

し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
は
知
名
度
抜
群
と

き
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
千
葉
県
も
東

京
近
郊
の
お
か
げ
で
ド
ラ
マ
撮
影
地
や

ア
ニ
メ
聖
地
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
玉
石
混
淆
が
千
葉
県
ら

し
い
と
も
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

話
し
は
変
わ
り
、
令
和
２
年
６
月
か

ら
着
工
し
た
千
葉
市
新
市
庁
舎
は
、
令

和
５
年
１
月
末
に
竣
工
。
現
在
は
部
署

ご
と
の
移
転
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
新

庁
舎
は
市
政
運
営
と
防
災
拠
点
と
し
て

機
能
し
、
環
境
性
能
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
基

本
設
計
に
は
世
界
的
に
有
名
な
建
築
家

隈
研
吾
さ
ん
も
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

新
庁
舎
は
11
階
建
て
で
延
べ
床
面
積
は

約
４
万
９
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総

事
業
費
は
２
９
５
億
円
。
市
内
の
河
川

な
ど
の
水
位
を
常
時
監
視
で
き
、
大
き

な
災
害
が
発
生
す
る
と
県
や
消
防
、
警

察
、
自
衛
隊
な
ど
の
関
係
者
が
集
ま
っ

て
被
害
状
況
の
確
認
や
避
難
指
示
、
救

助
な
ど
の
対
応
が
で
き
る
危
機
管
理
セ

ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

庁
舎
再
建
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
で
本
庁
舎
が
被
災

し
、
壁
・
天
井
・
窓
ガ
ラ
ス
等
の
破
損

や
連
絡
通
路
の
損
傷
な
ど
か
ら
、
多
く

の
職
員
が
一
時
避
難
す
る
事
態
に
な

り
、
本
庁
業
務
が
一
時
中
断
の
経
験
か

ら
構
想
さ
れ
た
建
物
で
す
。
ま
た
環
境

に
も
配
慮
し
、
断
熱
性
能
や
空
調
設
備

の
効
率
化
、
地
中
熱
や
太
陽
光
発
電
の

活
用
な
ど
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を

基
準
値
と
比
べ
て
半
分
以
下
に
で
き
る

「
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
（
ゼ
ブ
レ
デ
ィ

ー
）（
＊
）」の
認
証
も
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年
12
年
に
な

り
ま
す
。
私
た
ち
は
大
き
な
悲
し
み
と

大
き
な
学
び
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

来
年
50
周
年
を
迎
え
る
千
葉
県
の
組
合

は
、
千
葉
県
か
ら
の
恩
恵
と
会
員
様
、

賛
助
会
員
様
、
さ
ま
ざ
ま
な
助
け
を
得

て
継
続
が
で
き
て
い
る
感
謝
は
有
り
余

る
ほ
ど
で
す
。
今
後
は
組
合
と
し
て
は

市
や
県
に
協
力
で
き
る
体
制
も
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
＊
）「
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
」
の
定

義
は
、「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」
を
見
据
え
て
、
外

皮
の
高
断
熱
化
お
よ
び
高
効
率
な
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
備
え
た
建
築
物
」、

基
準
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
か
ら

50
％
以
上
の
削
減
に
適
合
し
た
建
築
物

に
対
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

明日への提言

千
葉
県
室
内
装
飾
事
業
協
同
組
合

理
事
長
　
藤ふ

じ

間ま

健
史

主 な ニ ュ ー ス
2面 	新連載「防炎品で安全・安心な生活を」
3面 	今さら聞けない防火壁装の話
4面 	ハイムテキスタイルレポート
5面 	談話室　青森組合副理事長
8面 	最前線探訪77　埼玉組合

拡大するリフォーム市場
1業者あたりの売上規模とは?

数 字 で み る 日 装 連シリーズ

多
く
の
方
々
の
助
け
に
感
謝

都道府県別リフォーム市場規模／
1業者あたりのリフォーム受注高

参考：建築物リフォーム・リニューアル調査　（令和３年度計）
（億円） （社） （千円）

都道府県 計 住宅 非住宅建築物 建設業許可業
者数

1業者あたり
の受注高

全 国 116,979 37,477 79,501 473,952 24,682
北 海 道 2,155 781 1,374 19,467 11,069
青 森 県 1,784 576 1,208 5,543 32,187
岩 手 県 1,352 548 804 4,219 32,042
宮 城 県 2,790 719 2,071 8,541 32,660
秋 田 県 926 257 669 3,784 24,464
山 形 県 1,611 542 1,068 4,573 35,221
福 島 県 2,747 835 1,912 8,856 31,018
茨 城 県 2,410 353 2,056 11,943 20,178
栃 木 県 2,197 397 1,800 7,370 29,804
群 馬 県 2,325 565 1,760 7,454 31,190
埼 玉 県 6,175 2,168 4,007 23,731 26,021
千 葉 県 4,773 1,607 3,165 18,674 25,559
東 京 都 19,921 6,316 13,605 43,428 45,870
神奈川県 6,900 2,866 4,034 28,306 24,378
新 潟 県 3,092 937 2,155 9,624 32,128
富 山 県 1,393 606 787 5,059 27,533
石 川 県 1,090 307 783 5,445 20,014
福 井 県 1,038 274 764 3,908 26,567
山 梨 県 467 132 335 3,531 13,213
長 野 県 2,928 748 2,179 7,659 38,225
岐 阜 県 1,800 571 1,229 8,724 20,635
静 岡 県 3,038 786 2,252 13,658 22,224
愛 知 県 5,917 1,649 4,268 26,854 22,035
三 重 県 1,354 410 944 7,347 18,424
滋 賀 県 1,877 478 1,399 5,493 34,175
京 都 府 1,766 578 1,189 11,378 15,523
大 阪 府 5,302 1,823 3,478 39,525 13,413
兵 庫 県 4,228 1,424 2,804 19,437 21,752
奈 良 県 980 369 611 4,819 20,338
和歌山県 591 116 475 4,555 12,977
鳥 取 県 931 434 496 2,115 43,998
島 根 県 769 374 395 2,722 28,266
岡 山 県 1,459 636 823 7,164 20,365
広 島 県 2,298 945 1,353 11,859 19,733
山 口 県 1,897 499 1,398 5,832 32,522
徳 島 県 865 331 534 3,126 27,682
香 川 県 1,090 269 821 4,032 27,031
愛 媛 県 915 259 655 5,651 16,184
高 知 県 425 121 304 2,959 14,361
福 岡 県 3,916 1,681 2,235 21,137 18,526
佐 賀 県 851 182 669 3,132 27,184
長 崎 県 1,256 409 847 4,940 25,418
熊 本 県 1,333 404 929 6,774 19,683
大 分 県 911 346 565 4,570 19,934
宮 崎 県 837 303 534 4,316 19,400
鹿児島県 1,501 313 1,188 5,634 26,635
沖 縄 県 801 234 567 5,084 15,757
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〈
火
災
の
現
況
に
つ
い
て
〉

　

こ
の
10
年
間
の
建
物
火

災
件
数
の
推
移
は
図
１
の

と
お
り
で
、
２
万
５
５
８

３
件
で
あ
っ
た
平
成
24
年

以
降
減
少
の
傾
向
に
あ

り
、
令
和
３
年
で
は
１
万

９
５
４
９
件
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
建
物
用
途
の
内

訳
は
図
２
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
昭
和
か
ら
平
成

に
か
け
て
は
多
く
の
人
が

集
ま
る
よ
う
な
旅
館
、
ホ

テ
ル
、
百
貨
店
、
病
院
等

に
お
い
て
、
多
数
の
死
者

が
発
生
す
る
よ
う
な
大
規

模
な
火
災
が
相
次
い
で
発

生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の

建
物
等
を
防
炎
防
火
対
象

物
と
し
て
、
防
火
管
理
制

度
を
は
じ
め
、
防
炎
表
示

制
度
の
導
入
、
自
動
火
災

報
知
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
な
ど
消
防
用
設

備
等
の
設
置
基
準
の
強
化

な
ど
が
行
わ
れ
た
結
果
、

近
年
の
建
物
火
災
件
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

〈
防
炎
及
び
防
炎
協
会
に

つ
い
て
〉

　
「
防
炎
」
と
は
燃
え
に

く
い
性
質
の
こ
と
を
指

し
、
小
さ
な
火
源
に
接
し

て
も
容
易
に
燃
え
上
が
ら

ず
、
も
し
燃
え
た
と
し
て

も
際
限
な
く
燃
え
広
が
ら

な
い
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
こ
の
防
炎
の
性
質
を

有
す
る
製
品
を「
防
炎
品
」

と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
防
炎
に
係
る
規
制

に
つ
い
て
は
、
昭
和
30
年

代
に
続
発
し
た
大
規
模
な

火
災
や
、
高
層
建
築
物
の

出
現
に
伴
う
火
災
不
安
を

背
景
に
、
昭
和
43
年
の
消

防
法
の
改
正
に
よ
り
、
全

国
的
に
統
一
し
た
規
制
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

防
炎
規
制
の
主
な
内
容

は
、
防
炎
防
火
対
象
物
に

お
い
て
、
使
用
さ
れ
る
カ

ー
テ
ン
、
じ
ゅ
う
た
ん
、

ど
ん
帳
等
は
防
炎
性
能
を

有
す
る
防
炎
物
品
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も

の
で
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
47
年
に

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
消

費
者
、
使
用
者
、
消
防
機

関
な
ど
が
防
炎
物
品
で
あ

る
か
ど
う
か
を
容
易
に
確

認
で
き
る
よ
う
に
、
防
炎

表
示
制
度
（
防
炎
ラ
ベ
ル

の
表
示
制
度
）
が
確
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
協
会
は
防
炎
物
品
又

は
そ
の
材
料
が
防
炎
性
能

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
の
確
認
を
行
う
登
録

確
認
機
関
と
し
て
、
こ
の

防
炎
ラ
ベ
ル
の
管
理
や
発

行
、
防
炎
表
示
者
の
登

録
、
防
炎
に
関
す
る
試
験

等
、
防
炎
ラ
ベ
ル
に
関
し

て
様
々
な
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

防
炎
防
火
対
象
物
を
中

心
に
、
皆
様
が
取
り
扱
っ

て
お
ら
れ
る
カ
ー
テ
ン
、

じ
ゅ
う
た
ん
等
防
炎
物
品

は
、
火
災
の
拡
大
を
抑
制

し
、
初
期
消
火
や
避
難
誘

導
の
た
め
の
貴
重
な
時
間

的
余
裕
を
生
み
出
す
こ
と

で
被
害
の
軽
減
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

　

次
号
か
ら
は
防
炎
に
係

る
詳
細
な
制
度
及
び
実
態

等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て

ま
い
り
ま
す
。

防
炎
品
で
安
全
・
安
心
な
生
活
を
①

公
益
財
団
法
人 
日
本
防
炎
協
会

図1　火災件数の推移

図2　建物用途別の火災件数

日装連の
キャラクターマーク

イン
テリア・TORI・KAERU

日本室内装飾事業協同組合連合会

	

2
月

16
日　

登
録
基
幹
技
能
者

試
験
・
講
習
委
員
会

	

3
月

８
日　

情
報
・
流
通
委
員

会
同
日　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

	

5
月

19
日　

２
２
４
回
理
事
会

31
日　

消
防
機
器
等
関
係

者
会
長
表
彰
式
典

	

6
月

２
日　

常
任
理
事
会
、
第

２
２
５
回
理
事
会
、
第

57
回
通
常
総
会
、
講
演

会
、
懇
親
会

 

11
月

14
日　

常
任
理
事
会
、
第

２
２
６
回
理
事
会
、
日

装
連
理
事
・
全
国
組
合

理
事
長
会
、
講
演
会
、

懇
親
会

15
～
17
日　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｘ
２
０
２
３

日
装
連
行
事

（1面から）

都道府県別リフォーム市場規模／
1業者あたりのリフォーム受注高（受注金額順）

参考：建築物リフォーム・リニューアル調査　（令和３年度計）
（億円） （社） （千円）

都道府県 計 住宅 非住宅建築物 建設業
許可業者数

1業者あた
りの受注高

全　国 116,979 37,477 79,501 473,952 24,682
1 東 京 都 19,921 6,316 13,605 43,428 45,870
2 鳥 取 県 931 434 496 2,115 43,998
3 長 野 県 2,928 748 2,179 7,659 38,225
4 山 形 県 1,611 542 1,068 4,573 35,221
5 滋 賀 県 1,877 478 1,399 5,493 34,175
6 宮 城 県 2,790 719 2,071 8,541 32,660
7 山 口 県 1,897 499 1,398 5,832 32,522
8 青 森 県 1,784 576 1,208 5,543 32,187
9 新 潟 県 3,092 937 2,155 9,624 32,128
10 岩 手 県 1,352 548 804 4,219 32,042
11 群 馬 県 2,325 565 1,760 7,454 31,190
12 福 島 県 2,747 835 1,912 8,856 31,018
13 栃 木 県 2,197 397 1,800 7,370 29,804
14 島 根 県 769 374 395 2,722 28,266
15 徳 島 県 865 331 534 3,126 27,682
16 富 山 県 1,393 606 787 5,059 27,533
17 佐 賀 県 851 182 669 3,132 27,184
18 香 川 県 1,090 269 821 4,032 27,031
19 鹿児島県 1,501 313 1,188 5,634 26,635
20 福 井 県 1,038 274 764 3,908 26,567
21 埼 玉 県 6,175 2,168 4,007 23,731 26,021
22 千 葉 県 4,773 1,607 3,165 18,674 25,559
23 長 崎 県 1,256 409 847 4,940 25,418
24 秋 田 県 926 257 669 3,784 24,464
25 神奈川県 6,900 2,866 4,034 28,306 24,378
26 静 岡 県 3,038 786 2,252 13,658 22,224
27 愛 知 県 5,917 1,649 4,268 26,854 22,035
28 兵 庫 県 4,228 1,424 2,804 19,437 21,752
29 岐 阜 県 1,800 571 1,229 8,724 20,635
30 岡 山 県 1,459 636 823 7,164 20,365
31 奈 良 県 980 369 611 4,819 20,338
32 茨 城 県 2,410 353 2,056 11,943 20,178
33 石 川 県 1,090 307 783 5,445 20,014
34 大 分 県 911 346 565 4,570 19,934
35 広 島 県 2,298 945 1,353 11,859 19,733
36 熊 本 県 1,333 404 929 6,774 19,683
37 宮 崎 県 837 303 534 4,316 19,400
38 福 岡 県 3,916 1,681 2,235 21,137 18,526
39 三 重 県 1,354 410 944 7,347 18,424
40 愛 媛 県 915 259 655 5,651 16,184
41 沖 縄 県 801 234 567 5,084 15,757
42 京 都 府 1,766 578 1,189 11,378 15,523
43 高 知 県 425 121 304 2,959 14,361
44 大 阪 府 5,302 1,823 3,478 39,525 13,413
45 山 梨 県 467 132 335 3,531 13,213
46 和歌山県 591 116 475 4,555 12,977
47 北 海 道 2,155 781 1,374 19,467 11,069

　
日
本
室
内
装
飾
事
業
協
同
組
合
連
合
会
組
合
員

の
皆
様
、
ま
た
日
装
連
新
聞
ご
愛
読
者
の
皆
様
、

今
号
よ
り
皆
様
に
も
関
わ
り
の
深
い
「
防
炎
」
に

つ
い
て
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

出典：総務省消防庁「令和3年（1〜12月）における火災の状況（確定値）について」

出典：総務省消防庁「令和3年（1〜12月）における火災の状況（確定値）について」



日 装 連 新 聞（3） 2023年2月15日（水） 第549号昭和52年10月1日
第三種郵便物認可( ）

　

日
装
連
新
聞
で
は
、
２

０
１
９
年
４
月
号
〜
２
０

２
０
年
５
月
号
ま
で
『
今

さ
ら
聞
け
な
い
防
火
壁
装

ラ
ベ
ル
の
話
』
と
題
し
て

防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
に
関
す

る
情
報
を
、
２
０
２
０
年

７
月
号
〜
２
０
２
２
年
３

月
号
ま
で
『
今
さ
ら
聞
け

な
い
防
火
壁
装
の
話 

Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
』（
山
下
洋
一
氏
）

と
し
て
防
火
性
能
、
製
品
、

法
令
な
ど
に
つ
い
て
よ
り

深
く
考
察
し
て
き
た
。

　

今
号
よ
り
、改
め
て
「
今

さ
ら
聞
け
な
い
」
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
２
０
２
１

年
３
月
に
改
訂
さ
れ
た
テ

キ
ス
ト
『
新
・
防
火
壁
装

の
知
識
』
を
参
考
に
、
現

場
目
線
で
防
火
壁
装
ラ
ベ

ル
を
軸
に
し
た
情
報
を
提

供
し
て
い
き
た
い
。

◆

　

ま
ず
は
防
火
壁
装
ラ
ベ

ル
発
行
事
業
の
基
礎
の
基

礎
と
し
て
、
防
火
壁
装
ラ

ベ
ル
（
正
式
に
は
「
防
火

壁
装
協
会
は
メ
ー
カ
ー
、

ブ
ラ
ン
ド
メ
ー
カ
ー
を
中

心
と
し
た
団
体
だ
。
前
回

ま
で
の
連
載
で
幾
度
と
な

く
触
れ
た
が
、
壁
紙
が
防

火
材
料
に
認
定
さ
れ
る
た

め
に
は
、
施
工
段
階
で
の

下
地
と
の
組
み
合
わ
せ
が

不
可
欠
と
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
メ
ー
カ
ー
中
心

の
団
体
で
あ
る
日
本
壁
装

協
会
で
は
、
施
工
も
含
め

た
品
質
管
理
は
難
し
い
。

そ
こ
で
内
装
関
連
団
体
と

連
携
し
て
、
最
終
の
施
工

を
担
う
我
々
内
装
仕
上
事

業
者
を
「
防
火
施
工
管
理

者
」
に
認
定
し
、
製
品
と

し
て
の
壁
紙
だ
け
で
な

く
、
施
工
者
が
下
地
の
材

料
も
チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で

施
工
す
る
と
い
う
体
制
を

整
備
し
た
わ
け
だ
。

　

そ
の
大
切
な
施
工
の
仕

様
や
運
用
を
、
日
本
壁
装

協
会
が
委
託
し
て
い
る
の

が
「
壁
装
施
工
団
体
協
議

会
」
と
「
壁
装
研
究
会
」

で
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
「
壁
装
施
工

団
体
協
議
会
」
に
は
内
装

関
連
６
団
体
（
注
１
）
が

所
属
し
て
い
る
。
そ
の
一

つ
が
日
装
連
で
あ
る
。

　

こ
の
「
壁
装
施
工
団
体

協
議
会
」
に
お
い
て
、
現

場
で
の
防
火
壁
装
施
工
の

具
体
的
な
仕
様
や
ラ
ベ
ル

運
用
の
手
法
な
ど
が
決
め

ら
れ
て
い
く
。『
新
・
防

火
壁
装
の
知
識
』
も
発
行

元
は
「
壁
装
施
工
団
体
協

議
会
」
で
あ
る
。

　

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
「
施

工
団
体
」
に
実
際
の
施
工

が
委
託
さ
れ
る
。
そ
の
委

施
工
管
理
ラ
ベ
ル
」）
が

ど
の
よ
う
に
し
て
施
工
者

で
あ
る
我
々
内
装
仕
上
事

業
者
（
正
確
に
は
防
火
施

工
管
理
者
）
の
手
元
に
届

く
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

　

左
図
は
、『
新
・
防
火
壁

装
の
知
識
』
Ｐ
14
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
「
防
火
壁
装

材
料
・
品
質
情
報
管
理
シ

ス
テ
ム
フ
ロ
ー
」
で
あ
る
。

　

こ
の
図
自
体
は
壁
紙
の

製
造
・
販
売
ま
で
を
含
ん

で
い
る
が
、
防
火
壁
装
ラ

ベ
ル
に
関
す
る
部
分
は
赤

く
囲
っ
た
部
分
と
な
る
。

　

防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
の
大

元
と
な
っ
て
い
る
の
は
一

般
社
団
法
人
日
本
壁
装
協

会
で
あ
る
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
日
本

託
先
の
一
つ
が
日
装
連
で

あ
り
、
そ
の
先
に
全
国
49

組
合
が
あ
る
。

　

そ
し
て
全
国
49
組
合
で

は
「
防
火
壁
装
講
習
会
」

を
実
施
し
、
そ
れ
を
受
講

し
た
内
装
仕
上
事
業
者
が

「
防
火
施
工
管
理
者
」
に

認
定
さ
れ
、
責
任
を
も
っ

て
防
火
壁
装
の
施
工
を
行

っ
て
い
く
わ
け
だ
。

　

一
方
、
防
火
壁
装
ラ
ベ

ル
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、

図
を
見
て
の
通
り
、「
壁

装
施
工
団
体
協
議
会
」
は

介
さ
ず
、
日
本
壁
装
協
会

か
ら
施
工
団
体
（
日
装
連

か
ら
全
国
49
組
合
へ
）
に

わ
た
り
、
そ
こ
か
ら
「
防

火
施
工
管
理
者
」、
す
な

わ
ち
内
装
仕
上
事
業
者
の

手
元
に
届
く
。

　

こ
の
よ
う
に
、
防
火
壁

装
ラ
ベ
ル
の
発
行
は
、「
防

火
壁
装
」
と
い
う
も
の
が

製
造
・
流
通
・
施
工
が
一

体
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
性
質
上
、
壁
装
業
界

全
体
で
組
織
的
に
行
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
国
土
交

通
大
臣
が
認
定
す
る
不
燃

材
料
に
壁
紙
は
当
て
は
ま

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

重
い
責
任
を
背
負
っ
て

防
火
壁
装
の
施
工
を
担
っ

て
い
る
こ
と
を
常
に
意
識

し
て
お
き
た
い
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
イ

ン
テ
リ
ア
協
会
（
Ｎ
Ｉ
Ｆ
）

は
、「
３
月
・
４
月
は
イ

ン
テ
リ
ア
月
間
」、
お
よ

び
「
４
月
10
日
は
イ
ン
テ

リ
ア
を
考
え
る
日
」
に
お

い
て
模
様
替
え
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
、
参
加
す
る

イ
ン
テ
リ
ア
専
門
店
を
募

集
し
て
い
る
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

参
加
店
と
と
も
に
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
に「
３
月
・
４
月

は
イ
ン
テ
リ
ア
月
間
」
と

「
４
月
10
日
は
イ
ン
テ
リ
ア

を
考
え
る
日
」を
Ｐ
Ｒ
し
、

製
販
一
体
と
な
っ
て
需
要

喚
起
を
目
指
す
も
の
。
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店
が
期

間
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
販
促

企
画
を
計
画
、そ
れ
を
Ｎ

Ｉ
Ｆ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

告
知
す
る
。ま
た
販
促
ツ

ー
ル
と
し
て
ポ
ス
タ
ー（
デ

ー
タ
）、三
角
ス
タ
ン
ド
Ｐ

Ｏ
Ｐ
、ス
イ
ン
グ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、

の
ぼ
り（
２
種
）
を
無
償
頒

布
す
る（
の
ぼ
り
は
複
数
枚

の
場
合
は
有
償
）。

　

さ
ら
に
４
月
10
日

（
月
）、
お
よ
び
12
日
（
水
）

は
ト
ッ
プ
イ
ン
テ
リ
ア
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
荒
井

詩
万
氏
が
、
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
向
け
に
「
４
⽉
10
⽇

は
イ
ン
テ
リ
ア
を
考
え
る

⽇
」
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
を
行
う
。

　

な
お「
４
⽉
10
⽇
は
イ

ン
テ
リ
ア
を
考
え
る
⽇
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
は
、

荒
井
詩
万
氏
が
Ｐ
Ｒ
動
画

に
て
解
説
し
て
い
る
。

（
注
１　

内
装
６
団
体
）

全
国
表
具
経
師
内
装
組
合
連
合
会
／
日
本
建
設
イ
ン
テ
リ

ア
事
業
協
同
組
合
連
合
会
／
日
本
テ
ン
ト
シ
ー
ト
工
業
組

合
連
合
会
／
日
本
内
装
材
連
合
会
／
日
本
室
内
装
飾
事

業
協
同
組
合
連
合
会
／
全
国
建
設
室
内
工
事
業
協
会

今さら聞けない
防火壁装ラベルの話①
防火壁装ラベルが手元に届くまで

　

一
般
社
団
法
人
日
本
イ

ン
テ
リ
ア
協
会
（
Ｎ
Ｉ
Ｆ
）

は
、
２
０
２
３
年
度
の
業

界
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
を
、

３
月
３
日
（
金
）
14
時
よ

り
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催

す
る
。

　

今
年
度
は
ボ
ー
ケ
ン
品

質
評
価
機
構
、
お
よ
び
ケ

ケ
ン
試
験
認
証
セ
ン
タ
ー

の
協
力
の
も
と
、
繊
維
業

界
に
お
け
る
必
須
の
機
能

加
工
、
認
証
制
度
に
つ
い

て
講
習
す
る
。
参
加
費
は

無
料
。
申
込
期
限
は
２
月

27
日
（
月
）。

■
セ
ミ
ナ
ー
概
要

日
時
＝
３
月
３
日
（
金
）

14
時
〜
16
時
20
分
▽
内
容

＝
第
１
部
・
イ
ン
テ
リ
ア

製
品
の
機
能
性
加
工
と
評

価
に
つ
い
て
〜
ア
レ
ル
物

質
低
減
加
工
・
防
ダ
ニ
・

防
カ
ビ
・
遮
熱
〜（
講
師
・

ボ
ー
ケ
ン
品
質
評
価
機

構　

太
田
智
子
氏
）
／
第

２
部
国
際
認
証
・Textile 

Exchange

規
格
の
内
容

と
繊
維
業
界
に
お
け
る
認

証
性
の
必
要
性
（
講
師
・

ケ
ケ
ン
試
験
認
証
セ
ン
タ

ー　

丸
茂
征
也
氏
）

インテリア業界最新ニュース

行政機関からの指導・伝達

法律・法令

日装連からの情報伝達

日装連新聞 最新号＆バックナンバー

イベントカレンダー

日装連スケジュール

日本室内装飾事業協同組合連合会（日装連）
「見える」防炎・防火のある暮らし

検索

http://www.nissouren.jp

最新ニュースは

『日装連ホームページ』へ

業
界
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー

３
月
３
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
ＮＩＦ

「4月10日はインテリアを考える日」

キャンペーン企画の参加店募集中
ＮＩＦ

防火壁装材料（壁紙）認定取得者（輸入・製造業者）

防火壁装材料（壁紙）販売事業者

壁　紙
（防火製品表示ラベル・貼付け）

日本壁装協会

ラベル委託契約

壁装施工団体協議会　壁装研究会

施工団体

防火施工管理者

施 工 現 場

壁　紙 認定仕様（施工）

防火施工管理登録 認定仕様（施工）

防火施工管理ラベル

防火施工管理ラベル

防火施工管理ラベル申請

認定仕様（施工）

認定仕様（施工）

認定仕様登録
防火材料登録

防火情報

見本帳収録商品情報登録

防火施工管理ラベル

防火製品表示ラベル

防火壁装材料・品質情報管理システムフロー

荒井詩万氏によるPR動画　 https://youtu.be/d10r1cNC4G0T
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世
界
最
大
規
模
の
ホ
ー

ム
＆
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
向
け

テ
キ
ス
タ
イ
ル
国
際
見
本

市
「
ハ
イ
ム
テ
キ
ス
タ
イ

ル
２
０
２
３
」
が
、
さ
る

１
月
10
日
～
13
日
の
４
日

間
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
国
際
展
示
場
に
て

開
催
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
通

常
開
催
（
昨
年
６
月
に
は

小
規
模
で
開
催
）
と
な
っ

た
今
回
、
世
界
60
カ
国
・

地
域
か
ら
約
２
４
０
０
社

が
出
展
、
来
場
者
は
世
界

１
２
９
カ
国
か
ら
約
４
万

４
０
０
０
名
と
例
年
と
比

較
し
て
７
～
８
割
程
度
の

開
催
規
模
と
な
っ
た
も
の

の
、
久
々
の
開
催
に
テ
キ

ス
タ
イ
ル
業
界
は
盛
り
上

が
り
を
み
せ
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
特
に
大

き
な
注
目
が
集
ま
っ
た
の

が
最
新
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル

ト
レ
ン
ド
を
提
示
す
る
ト

レ
ン
ド
エ
リ
ア
だ
。

　

ハ
イ
ム
テ
キ
ス
タ
イ
ル

の
ト
レ
ン
ド
提
案
は
、
世

界
中
の
カ
ー
テ
ン
、
壁
紙

メ
ー
カ
ー
の
モ
ノ
づ
く
り

に
影
響
を
与
え
、
日
本
の

イ
ン
テ
リ
ア
メ
ー
カ
ー
も

デ
ザ
イ
ン
、
カ
ラ
ー
な
ど

を
取
り
入
れ
て
企
画
・
開

発
が
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り

こ
こ
で
提
示
さ
れ
た
ト
レ

ン
ド
が
日
本
の
イ
ン
テ
リ

ア
・
内
装
市
場
に
も
広
が

っ
て
い
く
わ
け
だ
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
ト

レ
ン
ド
は
、「Textiles 

M
atter

（
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・

マ
タ
ー
）」
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
「M

ake and 
R

em
ake

」「C
ontinuous

」
「From

 E
arth

」「N
ature 

E
ngineered

」
の
４
カ
テ

ゴ
リ
が
設
定
さ
れ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
世
界
の
メ

ガ
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
環
境

対
応
・
循
環
型
社
会
に
特

化
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
、メ
イ
ン
テ
ー
マ
の「
テ

キ
ス
タ
イ
ル
・
マ
タ
ー
」

に
は
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
産

業
も
本
気
で
循
環
型
産
業

に
転
換
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
、
と
い
う
強
い
意
志

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
４

カ
テ
ゴ
リ
を
「
テ
ク
ニ
カ

ル
サ
イ
ク
ル
」
と
「
バ
イ

オ
ロ
ジ
カ
ル
サ
イ
ク
ル
」

に
分
類
し
て
い
る
。

　
「
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
イ
ク

ル
」
は
ナ
イ
ロ
ン
、
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
、
プ
ラ
ス
テ
ィ

ッ
ク
、
金
属
な
ど
無
機
素

材
を
対
象
に
、
す
で
に
製

品
化
さ
れ
た
モ
ノ
を
再
利

用
し
て
長
持
ち
さ
せ
よ
う

と
い
う
考
え
方
で
、
そ

の
中
に
含
ま
れ
る
の
が

「M
ake and R

em
ake

」

と
「C

ontinuous

」
だ
。

　
「M

ake and R
em

ake

」

は
廃
棄
品
や
デ
ッ
ド
ス
ト

ッ
ク
な
ど
既
存
製
品
（
生

地
）を
そ
の
ま
ま
活
用
し
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
手

法
を
用
い
て
新
た
な
製
品

を
つ
く
る
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
で
あ
る
。
カ
ラ
ー
は
と

て
も
鮮
や
か
で
、
大
胆
に

色
を
重
ね
て
一
点
物
の
プ

レ
ミ
ア
ム
感
を
表
現
し
て

い
る
。

　
「C

ontinuous

」は
、
同

様
に
既
存
製
品
を
、
こ
ち

ら
は
粉
砕
し
て
固
め
る
な

ど
元
の
形
を
変
え
て
か
ら

新
た
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
生

み
出
す
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。
ま
た
「
モ
ノ
マ
テ

リ
ア
ル
」（
単
一
素
材
）

の
重
要
性
を
提
示
、
次
の

リ
サ
イ
ク
ル
が
し
や
す
い

素
材
で
モ
ノ
づ
く
り
を
行

う
べ
き
と
い
う
方
向
性
も

示
さ
れ
た
。
カ
ラ
ー
は
白

や
グ
レ
ー
か
ら
濃
い
目
の

ブ
ル
ー
、
グ
レ
ー
、
ブ
ラ

ッ
ク
。
粉
砕
し
て
固
め
る

過
程
で
い
ろ
い
ろ
な
色
が

混
ざ
り
合
い
濃
い
色
に
な

っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
の
「
バ
イ
オ
ロ
ジ

カ
ル
サ
イ
ク
ル
」
は
、
自

然
な
有
機
素
材
で
の
モ
ノ

づ
く
り
を
追
求
す
る
も
の

で
、「F

rom
 E

arth

」
と

「N
ature E

ngineered

」

が
該
当
す
る
。

　
「From

 E
arth

」は
、
そ

の
名
の
通
り
、
地
球
か
ら

も
た
ら
さ
れ
る
素
材
を
な

る
べ
く
そ
の
ま
ま
使
う
イ

メ
ー
ジ
で
、
表
面
処
理
を

せ
ず
不
均
一
な
美
し
さ
を

楽
し
む
と
い
う
ス
タ
イ
ル

で
あ
る
。
カ
ラ
ー
は
天
然

素
材
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
優

し
い
カ
ラ
ー
が
ず
ら
り
と

並
ん
で
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
「N

ature 
E

ngineered

」
は
、
有
機

素
材
に
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
加
え
て
新
し
い
も

の
を
生
み
出
す
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
か
ら
抽
出

し
た
繊
維
、
菌
や
バ
ク
テ

リ
ア
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
生

地
、
廃
棄
物
と
有
機
素
材

を
混
合
さ
せ
て
固
め
た
建

材
な
ど
未
来
的
な
素
材
が

展
開
さ
れ
た
。
カ
ラ
ー
は

自
然
界
に
存
在
す
る
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
な
も
の
。
土
に

か
え
る
イ
メ
ー
ジ
で
ブ
ラ

ウ
ン
系
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の

ハ
イ
ム
テ
キ
ス
タ
イ
ル
ト

レ
ン
ド
は
極
端
に
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
・
循
環
型
に
振
り

切
っ
て
き
た
。
や
や
行
き

過
ぎ
の
感
も
あ
る
わ
け
だ

が
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
市
場

が
こ
の
方
向
に
進
ん
で
い

く
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

ま
た
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
も

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
環
境

に
配
慮
し
た
素
材
、
あ
る

い
は
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
る

デ
ザ
イ
ン
・
カ
ラ
ー
を
求

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
と
き
に
我
々

内
装
事
業
者
が
ど
の
よ
う

に
対
応
す
べ
き
な
の
か
、

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

日
リ
協
コ
ラ
ム
㉖

悩
ま
し
い
ア
ス
ベ
ス
ト
対
応

～
小
規
模
改
装
は
現
実
的
に
ど
こ
ま
で
や
れ
ば
？

　

石
綿
含
有
建
材
を
使
用

し
た
建
物
の
改
装
工
事

は
、
こ
の
先
10
～
20
年
間

は
請
負
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
事
業
継
続
と
発
展

を
望
む
な
ら
ば
法
令
遵
守

が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

多
く
の
事
業
者
さ
ん
は
必

要
な
資
格
を
取
得
さ
れ
、

防
塵
マ
ス
ク
の
購
入
や
法

令
に
基
づ
く
手
順
を
確
認

さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
い
ざ
現
場
と
向
き

合
う
場
面
で
は
「
実
際
は

ど
こ
ま
で
や
れ
ば
い
い
の

か
」
と
い
う
疑
問
と
不
安

を
持
た
れ
て
い
る
方
が
多

く
、
テ
キ
ス
ト
や
行
政
情

報
で
も
「
レ
ベ
ル
３
」
の

小
規
模
工
事
に
つ
い
て
詳

細
な
記
述
は
な
く
、
労
働

基
準
監
督
署
へ
の
問
合
せ

も
藪
か
ら
蛇
が
出
そ
う
で

躊
躇
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

し
か
し
一
方
、
昨
年
秋

以
降
は
改
装
・
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
で
も
労
基
の
摘
発

事
例
を
耳
に
す
る
よ
う
に

な
り
、
や
は
り
適
切
な
工

事
運
営
を
怠
れ
ば
社
会
的

信
用
を
失
墜
し
て
し
ま
う

こ
と
も
明
ら
か
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
極
小
規
模

改
装
で
の
石
綿
対
応
は
何

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
と
言
え
ば
、
図
示
の

と
お
り「
発
塵
さ
せ
な
い
」

「
人
が
吸
わ
な
い
」
を
徹

底
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
な
事

前
調
査（
元
請
け
の
場
合
）

や
マ
ス
ク
使
用
、
定
期
健

康
診
断
も
必
要
で
す
。

　

現
場
で
は
石
綿
含
有
建

材
の
取
り
扱
い
作
業
と
、

そ
う
で
は
な
い
一
般
的
な

作
業
は
別
々
に
行
い
、
廃

棄
物
も
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け

て
袋
詰
め
し
て
処
分
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

事
前
調
査
で
は
既
存
建

物
の
設
計
図
書
・
建
築
図

面
に
使
用
材
名
こ
そ
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
メ

ー
カ
ー
・
商
品
名
ま
で
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
多
く
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
の
照
合
が
不
可
能
で

す
。
絶
対
に
正
確
な
判
断

を
行
う
た
め
に
分
析
調
査

が
必
要
な
場
合
を
除
き
、

特
に
極
小
規
模
改
装
で
あ

れ
ば
「
有
る
も
の
と
み
な

す
」
と
し
た
上
で
床
材
の

重
ね
貼
り
や
濡
ら
し
て

（
湿
潤
化
）静
か
に
既
存
物

の
剥
が
し
を
行
え
ば
良
い

で
し
ょ
う
。
発
塵
を
押
さ

え
ら
れ
る
の
な
ら
ば
室
内

の
隔
離
（
ビ
ニ
ル
シ
ー
ト

張
り
養
生
）も
不
要
で
す
。

　

結
論
と
し
て
は
、
書
類

関
係
と
作
業
着
衣
を
整

え
、
目
に
見
え
な
い
ア
ス

ベ
ス
ト
を
誰
も
吸
わ
な
い

作
業
と
行
動
を
実
践
す
る

こ
と
で
難
関
を
乗
り
越

え
、
こ
れ
を
日
常
的
ル
ー

テ
ィ
ン
に
し
て
し
ま
う
こ

と
で
気
持
ち
も
軽
く
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
リ
協
会
員
の
皆
様
に

は
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
で

の
ご
相
談
受
付
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
健
康
で
い
る
た
め
の

ア
ス
ベ
ス
ト
対
応
を
行
っ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

1.	 事前に行うこと（元請けのみ）
	 	 ①書面・目視調査　②100万円超はWEB報告　③調査結果の掲示

2.	 工事で行うこと
	 	 ①防塵マスク・ツルっとした着衣
	 	 ②撤去する対象物や空間に水スプレー
	 	 ③濡らしながら静かに撤去作業
	 	 　＊原形で取り外す、少しづつむしる
	 	 ④石綿含有撤去物専用の二重袋詰め
	 	 ⑤専用の廃棄物として保管 （元請けによる石綿含有建材産業廃棄処分）
	 	 ⑥作業記録の作成と40年間保管……石綿作業特別教育修了者であることが前提

3.	 禁止事項
	 	 ①指揮者である石綿作業主任者を置かない
	 	 ②防塵マスク未着用での作業
	 	 ③現場内での休憩・飲食・更衣
	 	 ④勢いよく剥がす、壊す、破る
	 	 ⑤一般物と廃棄物を混ぜる
	 	 ⑥専用作業着を他と一緒に洗濯する

極小規模改装工事におけるアスベスト対応

作業状況の写真撮影は必ず!!

事前調査と実施した作業の記録が行
政監査の対象になります（現場査察
が無くても）
＊工事後３年以内に記録の提出要
請が想定できます（そのために
も多くの写真記録を）

⎞
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎠

トレンドエリア

「Make and Remake」

「Continuous」

「From Earth」

「Nature Engineered」

カラーパレット

カラーパレット

カラーパレット

カラーパレット

「ハイムテキスタイルトレンド」は
サステナブル・循環型に特化

ハイムテキスタイル2023レポート
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サ
ン
ゲ
ツ
は
、
住
宅
向

け
カ
ー
テ
ン
見
本
帳
「
２

０
２
３

│

２
０
２
６ 

Ａ
Ｃ 

Ｖ
ｏ
ｌ
・
３
」
を
、
こ
の

ほ
ど
発
刊
し
た
。

　

同
見
本
帳
は
「
Ａ
ｉ
ｒ

＆
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
」
の
頭
文

字
を
と
っ
た
見
本
帳
名

「
Ａ
Ｃ
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、

ト
レ
ン
ド
を
反
映
し
た
カ

　

あ
ま
り
お
話
し
出
来
る
よ
う
な
趣
味

や
特
技
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
22
歳
の
頃

か
ら
30
年
間
続
け
て
き
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
サ
ー
フ
ィ
ン
で
す
。
サ

ー
フ
ィ
ン
を
は
じ
め
た
頃
の
お
話
し
を

少
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
っ
た
私
は
、
営
業
職
の

仕
事
を
選
び
い
ろ
い
ろ
な
会
社
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

一
際
黒
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
人
と
出

会
い
ま
す
。

　
「
何
か
や
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
」

と
尋
ね
る
と
、
会
社
に
出
勤
す
る
前
に

サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
い
る
。
そ
の
言
葉

に
私
は
痺
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
方
を
師
匠
と
仰
ぎ
サ
ー
フ
ィ
ン

に
の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
後
に

知
る
の
で
す
が
、
師
匠
は
そ
の
地
区
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
っ
た
の
で
す
。

　

朝
３
時
半
に
起
床
し
て
、
２
時
間
海

に
入
り
、
８
時
に
出
社
す
る
。
週
に
３

回
程
繰
り
返
し
、
１
年
経
っ
て
よ
う
や

く
ボ
ー
ド
の
上
に
立
て
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
横
に
走
れ
る
ま
で
に

２
年
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。
少
し
上

手
く
な
る
と
、
モ
ノ
に
目
線
が
向
く
よ

う
に
な
り
、
か
っ
こ
い
い
サ
ー
フ
ボ
ー

ド
、
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
が
欲
し
く
て
、

一
生
懸
命
仕
事
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
今
思
え
ば
と
て
も
充
実
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。

　

若
干
上
手
く
な
り
、
海
外
で
サ
ー
フ

ィ
ン
を
し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
に
駆

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
35
歳
の
時
に
や

っ
と
念
願
叶
い
、
ハ
ワ
イ
に
１
週
間
行

っ
て
き
ま
し
た
。
夜
明
け
前
に
目
覚
ま

し
を
セ
ッ
ト
し
て
朝
起
き
る
と
、
海
水

パ
ン
ツ
を
履
い
て
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
抱

え
て
、
そ
の
ま
ま
ホ
テ
ル
の
部
屋
を
出

て
目
の
前
の
海
に
直
行
！　

食
事
を
す

る
の
も
忘
れ
て
ク
タ
ク
タ
に
な
る
ま
で

海
に
入
り
ま
し
た
。

　

今
、
53
歳
に
な
っ
た
私
は
、
無
理
の

な
い
程
度
に
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。
サ
ー
フ
ィ
ン
に
は
ル
ー
ル

が
あ
り
、
一
本
の
波
を
複
数
で
追
っ
て

い
き
、
最
初
に
テ
イ
ク
オ
フ
し
た
人
が

そ
の
波
の
権
利
を
も
ら
え
る
の
で
す
。

海
の
上
で
は
ど
ん
な
に
凄
い
人
で
も
全

て
平
等
で
す
。
同
じ
波
は
二
度
き
ま
せ

ん
。

　

ま
た
自
然
と
遊
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ

り
ま
す
。
地
元
八
戸
市
は
、
冬
は
氷
点

下
10
度
に
な
る
と
き
も
あ
り
、
海
水
の

方
が
暖
か
く
、
海
か
ら
蒸
気
が
上
が
る

時
が
あ
り
ま
す
。
海
の
周
り
は
雪
が
積

も
り
、
そ
こ
へ
雪
が
降
る
と
３
６
０
度

真
っ
白
な
世
界
が
広
が
り
ま
す
。
そ
の

中
を
パ
ド
リ
ン
グ
し
な
が
ら
沖
に
出

る
。
な
ん
と
も
幻
想
的
な
感
じ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
が
、
30
年
間
続
け

て
こ
ら
れ
た
理
由
な
の
か
と
、
最
近
思

い
ま
す
。

　

将
来
仕
事
を
勇
退
し
た
ら
、
南
国
に

永
住
し
て
大
好
き
な
サ
ー
フ
ィ
ン
を
思

う
存
分
し
た
い
。こ
れ
が
私
の
夢
で
す
。

若
い
頃
、
欲
し
い
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
買

う
た
め
に
一
生
懸
命
仕
事
を
し
た
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
願
い
を
叶

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
青
森
組
合
副
理
事
長
）

談話
室

「
宝
塚
歌
劇 

観
劇 

ご
招
待
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

３
月
〜
８
月
末
ま
で
実
施

業
界
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

各種施設用フロア
「SINCOL FLOOR」発売

カーテン見本帳
「2023-2026 AC vol.3」発刊
鈴木マサル氏とのコラボレーション商品

新発想の床用接着剤
「プラゾールＴＲ」シリーズ新発売

シンコールインテリア

サンゲツ

ヤヨイ化学

ス
ミ
ノ
エ

　

シ
ン
コ
ー
ル
イ
ン
テ
リ

ア
は
、「
や
さ
し
さ
、
た
の

し
さ
、
心
地
よ
さ
。」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
開
発
し
た
長

尺
シ
ー
ト
床
材
・
ク
ッ
シ

ョ
ン
フ
ロ
ア
の
見
本
帳「
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｌ 

Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｏ

Ｒ
２
０
２
３

│

２
０
２
５
」

を
発
刊
し
た
。

ラ
ー
や
空
気
感
の
あ
る
軽

や
か
な
テ
イ
ス
ト
の
商
品

を
多
数
収
録
し
た
全
５
６

０
点
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と

な
っ
て
い
る
。

　

巻
頭
企
画
「
Ｍ
ｙ 

Ｃ
ｏ

ｌ
ｏ
ｒ 

私
ら
し
く
、
暮
ら

す
。」
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
人

気
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

反
映
し
た
「
ゆ
と
り
を
楽

し
む
暮
ら
し
。」「
好
き
を

集
め
る
暮
ら
し
。」「
ア
ー

ト
の
あ
る
暮
ら
し
。」
の
３

シ
ー
ン
を
収
録
、
刺
繍
を

施
し
た
ド
レ
ー
プ
や
シ
ア

ー
を
は
じ
め
素
材
や
縫
製

に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
で
、

自
分
ら
し
い
空
間
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
を
提
案
す
る
。

　

商
品
に
つ
い
て
は
、
継

ぎ
目
の
な
い
縫
製
が
可
能

な
３
０
０
セ
ン
チ
巾
（
ヨ

コ
使
い
）
を
は
じ
め
と
す

る
デ
ザ
イ
ン
シ
ア
ー
を
充

実
し
た
ほ
か
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
す
る
テ
キ
ス
タ

イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
鈴
木

マ
サ
ル
氏
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
商
品
を
新
た
に

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
た
。

　

ま
た
低
環
境
負
荷
商
品

「
＆
Ｅ
Ｃ
Ｏ
（
ア
ン
ド
エ

コ
）」
シ
リ
ー
ズ
を
展
開
、

リ
サ
イ
ク
ル
繊
維
を
使
用

し
つ
つ
風
合
い
柔
ら
か
な

質
感
を
実
現
し
た
エ
コ
マ

ー
ク
取
得
の
４
柄
13
点
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
た
。

　

こ
の
他
、
縫
製
仕
様
に

つ
い
て
も
、
ヒ
ダ
山
を
と

ら
な
い
新
縫
製
ス
タ
イ
ル

「
Ｓ
Ａ
ウ
ェ
ー
ブ
」
を
開

発
し
た
。
ヒ
ダ
山
を
取
ら

ず
、
形
状
記
憶
加
工
と
裏

面
の
ピ
ッ
チ
キ
ー
プ
コ
ー

ド
に
よ
り
、
き
れ
い
な
縦

の
ラ
イ
ン
と
均
一
な
ウ
ェ

ー
ブ
を
つ
く
る
。

　

同
見
本
帳
は
、
安
心
と

快
適
を
も
た
ら
す
機
能
性

に
加
え
て
、
や
さ
し
い
踏

み
心
地
、
た
の
し
い
デ
ザ

イ
ン
な
ど
空
間
の
心
地
よ

さ
を
足
元
か
ら
演
出
す
る
、

医
療
・
商
業
・
施
設
用
フ

ロ
ア
を
収
録
し
た
見
本
帳

で
あ
る
。

　

そ
の
顔
と
な
る
巻
頭
特

集
「
お
す
す
め
空
間
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
」
で
は
、「
や

さ
し
さ
」
と
「
た
の
し
さ
」

の
視
点
か
ら
使
用
用
途
を

提
案
、
シ
ン
プ
ル
な
使
い

方
か
ら
多
彩
な
貼
り
分
け

ま
で
、
同
見
本
帳
掲
載
商

品
で
つ
く
る
空
間
を
確
認

　

ヤ
ヨ
イ
化
学
販
売
で

は
、
接
着
剤
乾
燥
後
の
粘

着
力
で
床
材
や
ビ
ニ
ル
巾

木
を
張
り
付
け
る
、
新
発

想
の
水
性
床
用
接
着
剤

「
プ
ラ
ゾ
ー
ル
Ｔ
Ｒ

│

重

ね
張
り
用
」「
プ
ラ
ゾ
ー

ル
Ｔ
Ｒ 

│

巾
木
用
」
を
新

発
売
し
た
。

　
「
プ
ラ
ゾ
ー
ル
Ｔ
Ｒ
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
接
着
剤
の

粘
着
力
で
床
材
や
ビ
ニ
ル

巾
木
を
張
り
合
わ
せ
た

後
、
経
日
で
そ
の
接
着
剤

の
被
膜
が
硬
化
し
、
粘
着

か
ら
接
着
へ
移
行
（
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ｓ
）
す
る
こ
と
で
床

材
や
巾
木
の
剥
が
れ
や
目

透
き
を
強
固
に
抑
え
て
い

　

ス
ミ
ノ
エ
は
、
人
気
企

画
「
宝
塚
歌
劇 

観
劇 

ご

招
待
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
、

３
月
１
日
（
水
）
～
８
月

31
日
（
木
）
の
期
間
で
実

施
す
る
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

期
間
中
に
同
社
製
オ
ー
ダ

ー
カ
ー
テ
ン
「
ｍ
ｏ
ｄ
ｅ

Ｓ
」、
お
よ
び
「
Ｕ

│

Ｌ

く
と
い
う
新
技
術
の
接
着

剤
で
あ
る
。

　

水
性
系
な
が
ら
ビ
ニ
ル

床
材
の
重
ね
張
り
が
で
き

る
「
プ
ラ
ゾ
ー
ル
Ｔ
Ｒ 

│

重
ね
張
り
用
」（
７
キ
ロ
・

15
キ
ロ
）
は
、
タ
イ
ル
カ

ー
ペ
ッ
ト
の
施
工
と
同
じ

よ
う
に
、
接
着
剤
を
乾
燥

さ
せ
て
か
ら
床
材
を
張
り

付
け
て
い
く
タ
イ
プ
の
水

性
系
接
着
剤
。
モ
ル
タ
ル

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
下
地
は

も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
パ
ネ
等

の
合
板
下
地
や
ビ
ニ
ル
床

タ
イ
ル
や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

面
に
も
施
工
が
可
能
で
、

新
築
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
ま

で
幅
広
く
使
え
る
接
着
剤

と
な
っ
て
い
る
。
特
に
水

性
系
な
の
で
低
臭
で
在
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
安
心
で

あ
る
。

　

ビ
ニ
ル
巾
木
施
工
用

の
「
プ
ラ
ゾ
ー
ル
Ｔ
Ｒ 

│

巾
木
用
」（
２
キ
ロ
・
６

キ
ロ
）
も
接
着
剤
を
乾
燥

さ
せ
て
か
ら
ビ
ニ
ル
巾
木

を
張
り
付
け
て
い
く
タ
イ

プ
。
初
期
の
強
力
な
粘
着

で
出
隅
等
を
し
っ
か
り
収

め
、
経
時
に
よ
る
接
着
へ

の
移
行
で
剥
が
れ
や
目
透

き
を
強
固
に
抑
え
て
い
く

と
い
う
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
全
商
品
の
約
80
％

に
あ
た
る
長
尺
シ
ー
ト
す

べ
て
に
ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
＆

抗
ウ
イ
ル
ス
の
機
能
を
付

与
す
る（
特
殊
品
を
除
く
）。

抗
ウ
イ
ル
ス
商
品
は
全
点

Ｓ
Ｉ
Ａ
Ａ
取
得
、
さ
ら
に

耐
次
亜
塩
素
酸
機
能
に
つ

い
て
も
マ
ー
ク
を
紙
面
に

表
記
し
た
。

　

こ
の
他
、
医
療
・
福
祉

施
設
向
け
「
セ
ラ
ピ
ア
シ

リ
ー
ズ
」
を
増
点
し
た
。

同
シ
リ
ー
ズ
は
衝
撃
吸
収

性
に
優
れ
た
発
泡
構
造
で
、

ア
ン
ダ
ー
レ
イ
シ
ー
ト
が

不
要
の
４
・
５
ミ
リ
の
極

厚
タ
イ
プ
を
含
む
３
つ
の

厚
み
を
用
意
し
た
。
ま
た

低
コ
ス
ト
で
使
い
や
す
い

「
エ
ブ
リ
ア
シ
リ
ー
ズ
」
は

カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
追
加
し
た
。

　

収
録
点
数
は
２
６
６
点
。

ｉ
ｆ
ｅ
」
の
縫
製
品
（
ロ

ー
マ
ン
シ
ェ
ー
ド
含
む
／

ス
ミ
ノ
エ
ソ
ー
イ
ン
グ
で

の
メ
ー
カ
ー
縫
製
品
に
限

る
）
購
入
者
の
中
か
ら
抽

選
で
５
０
０
組
・
１
０
０

０
名
を
宝
塚
大
劇
場
・
雪

組
公
演
（
11
月
公
演
）、

ま
た
は
東
京
宝
塚
劇
場
・

月
組
公
演
（
11
月
公
演
）

に
招
待
す
る
も
の
（
開
催

日
時
は
５
月
以
降
に
発

表
）。

　

応
募
方
法
は
、
各
カ
ー

テ
ン
縫
製
ケ
ー
ス
の
中
に

入
っ
て
い
る
「
専
用
応
募

は
が
き
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
す
る
こ

と
。
カ
ー
テ
ン
１
枚
ご
と

に
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
が

あ
り
、
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ

ー
１
点
に
つ
き
１
口
の
応

募
が
で
き
る
。

　

応
募
締
切
は
９
月
15
日

（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）。

おすすめ空間コーディネート　「やさしさ」コーディネート

鈴木マサル氏とのコラボレーション商品

私
の
夢

青
森
組
合
副
理
事
長　

沼
田
　
健
志

「プラゾールＴＲ-
重ね張り用」
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北
海
道

　

６
日　

仕
事
始
め
。

　

16
日　

技
能
検
定
事
前
調

査
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
。

　

17
日　

日
装
連
Ｉ
Ｄ
特
別

委
員
会
に
渡
邉
委
員
長
が
出

席
。

新

潟

　

18
日　

情
報
・
流
通
委

員
会
新
聞
編
集
委
員
会

（
日
装
連
）。
坪
谷
理
事
長

が
出
席
。

　

19
日　

組
合
会
館
会
議

室
ク
ー
ラ
ー
入
替
。
３
名

が
作
業
。

　

20
日　

新
春
懇
談
会
と

内
装
士
研
修
会
の
打
合

せ
。
坪
谷
理
事
長
、
事
務

局
が
出
席
。

富

山

　

４
日　

基
礎
級
カ
ー
テ

ン
工
事
技
能
検
定
。
５
名

が
受
検
。
検
定
委
員
・
福

崎
氏
。

　

13
日　

新
年
挨
拶
回

り
。
川
西
副
理
事
長
、
苗

加
副
理
事
長
、
平
岡
専
務

理
事
が
参
加
。

　

同
日　

定
例
役
員
会
・

新
年
初
顔
合
わ
せ
会
。（
写

真
別
掲
）

　

25
日　

宮
殿
内
見
学
。

川
口
衛
氏
が
出
席
（
令
和

２
年
黄
綬
褒
章
）。

　

28
日　

技
能
士
会
新
年

会
。
川
西
副
理
事
長
、
奥

技
能
士
会
長
、
黒
坂
理
事

が
出
席
。

　

30
日　

県
建
設
専
門
工

事
業
団
体
協
議
会
（
８
団

体
）
で
県
知
事
へ
の
要
望

書
提
出
（
担
い
手
確
保
や

　茨　　　　　　　　　城

　

５
日　

仕
事
は
じ
め
。

　

13
日　

日
装
連
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
新
年
賀
詞
交
換

会
、
１
月
度
例
会
。
白
田

理
事
長
、
小
野
瀬
専
務
理

事
、
事
務
局
山
口
氏
が
出

席
。

　

20
日　

役
員
会
を
開

青

森

　

16
日　

対
馬
理
事
長
と

事
務
局
に
て
事
業
運
営
打

合
せ
。

岩

手

　

20
日　

２
０
２
２
年
度

第
４
回
理
事
会
を
開
催
。

宮

城

　

10
日　

宮
城
県
職
業
能

力
開
発
協
会
へ
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
系
床
仕
上
」「
化

粧
フ
ィ
ル
ム
」
２
作
業
の

令
和
５
年
度
技
能
検
定
試

験
実
施
要
望
を
提
出
。

　

27
日　

宮
城
県
職
業
能

力
開
発
協
会
随
時
実
施
技

能
検
定
カ
ー
テ
ン
工
事
。

受
講
者
・
随
時
２
級
４
名

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）。
技
能
検

定
委
員
・
髙
橋
理
事
長
。

秋

田

　

６
日　

組
合
員
・
賛
助

組
合
員
及
び
来
賓
に
、
組

合
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
の

連
絡
。

　

18
日　
「
防
火
壁
装
施

工
管
理
者
」
の
更
新
及
び

新
規
に
認
定
希
望
す
る
方

に
講
習
案
内
を
発
送
。

山

形

　

17
日　

今
年
度
の
事
業

に
つ
い
て
野
口
理
事
長
と

事
務
局
、
電
話
に
て
打
合

せ
。

　

18
日　

源
泉
税
等
申
告

届
業
務
（
山
形
税
務
署
）。

山
口
事
務
員
が
出
席
。

　

18
日　

年
末
調
整
税
等

申
告
届
業
務
（
山
形
市
役

所
）。
山
口
事
務
員
が
出

席
。

福

島

　

20
日　

県
北
支
部
新
年

会
を
開
催
。
参
加
者
数
・

30
名
（
組
合
員
・
賛
助
会

員
）。

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

催
。
白
田
理
事
長
、
小
野

瀬
専
務
理
事
、
事
務
局
山

口
氏
が
出
席
。

　

24
日　

防
火
壁
装
施
工

管
理
者
講
習
会
。
コ
ロ
ナ

で
参
加
で
き
な
か
っ
た
職

長
１
名
が
受
講
。

　

25
日　

防
火
壁
装
施
工

管
理
者
講
習
会
。
コ
ロ
ナ

で
参
加
で
き
な
か
っ
た
職

長
１
名
が
受
講
。

栃

木

　

６
日　

組
合
事
務
所
仕

事
始
め
。

　

10
日　

１
月
19
日
実
施

予
定
の
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
い
て
の
説
明
会
」

参
加
募
集
締
め
切
り
。
30

名
参
加
希
望
あ
り
。

　

11
日　

上
田
理
事
長
と

事
務
局
と
に
お
い
て
令
和

４
年
12
月
末
の
組
合
収
支

状
況
及
び
ラ
ベ
ル
発
行
、

売
上
状
況
の
確
認
。

　

13
日　

令
和
５
年
１
月

度
日
装
連
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

会
例
会
及
び
新
年
賀
詞
交

換
会
開
催
。
上
田
理
事
長

及
び
事
務
局
田
島
氏
が
出

席
。

　

18
日　

新
春
経
済
講
演

会
「
国
際
情
勢
と
日
本
外

交
」藪
中
三
十
二
氏
講
演
。

事
務
局
が
参
加
。

　

19
日　

宇
都
宮
税
務
署

主
催
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て
の
説
明
会
」
開

催
。
30
名
が
参
加
。

　

25
日　

令
和
４
年
度
法

定
防
火
壁
装
講
習
会
受
講

申
し
込
み
締
め
切
り
。

　

26
日　

第
50
期
第
３
回

定
例
役
員
会
開
催
。

群

馬

　

６
日　

仕
事
始
め
。

　

同
日　

会
報
誌
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
ｏ
．

63
発
行
。

　

同
日　

年
始
挨
拶
廻
り

及
び
三
役
会
・
１
月
度
理

事
会
・
役
員
新
年
会
。
渡

邉
理
事
長
他
計
20
名
、
事

務
局
が
参
加
。

　

13
日　

日
装
連
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
例
会
・
新
年
賀

詞
交
歓
会
（
人
数
制
限
・

三
役
よ
り
２
～
３
名
）。

渡
邉
理
事
長
、
久
保
田
副

理
事
長
、
都
丸
副
理
事
長

が
出
席
。

　

17
日　
（
一
社
）
日
本

内
装
仕
上
技
能
士
会
連
合

会
リ
モ
ー
ト
理
事
会
。
内

田
理
事
が
参
加
（
リ
モ
ー

ト
）。

　

24
日　

群
馬
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
新
春
講
演

会
・
新
年
会
（
会
食
自
粛
、

講
演
会
と
式
典
の
み
に
変

更
）。
渡
邉
理
事
長
、
青

木
理
事
相
談
役
（
中
央
会

理
事
）
が
参
加
。

　

27
日　

群
装
協
第
20
回

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
＊
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
配
信
。
担

当
・
淺
貝
員
外
理
事
、
倉

持
理
事
青
年
部
員
。代
理
・

宮
田
理
事
。
講
師
・
㈱
ト

ッ
プ
高
崎
営
業
所
主
任
片

野
直
樹
氏
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
パ
ー
ト
ナ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

部
群
馬
エ
リ
ア
担
当
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
吉
原
雄
太
氏
。

地
域
密
着
セ
ン
タ
ー
エ
キ

ス
パ
ー
ト
岡
氏
。テ
ー
マ
・

「
経
営
者
必
見
！
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
」。
組
合
員

申
込
み
９
社
（
10
名
）
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
参
加
及
び
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
視
聴
回
数
13
。

　

同
日　

埼
玉
県
室
内
装

飾
事
業
協
同
組
合
並
び
に

埼
玉
県
内
装
仕
上
施
工
技

能
士
会
講
習
会
・
新
年
賀

詞
交
歓
会
。
渡
邉
理
事
長

が
出
席
。埼

玉

　

10
日　

埼
玉
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
新
春
講
演

会
・
新
年
会
。
新
春
講
演

会
テ
ー
マ
「
日
本
の
働
き

方
改
革
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
」
～
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
の
働
き
方
～
。
講
師
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
浜
田
敬

子
氏
。
大
附
理
事
長
が
出

席
。

　

10
日　

東
京
室
内
装
飾

事
業
協
同
組
合
新
年
賀
詞

交
歓
会
に
出
浦
専
務
理
事

が
出
席
。

　

13
日　

日
装
連
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
１
月
度
例
会
、

新
年
懇
親
会
。
大
附
理
事

長
、
嶋
村
副
理
事
長
、
出

浦
専
務
理
事
が
出
席
。

　

14
日　

組
合
西
ブ
ロ
ッ

ク
会
。
７
名
が
出
席
。

　

16
日　

第
３
回
特
別
委

員
会
開
催
。
小
池
副
理
事

長
、
嶋
村
副
理
事
長
、
間

山
副
理
事
長
、
出
浦
専
務

理
事
、角
田
理
事
相
談
役
、

飯
塚
理
事
相
談
役
、
大
附

理
事
長
、事
務
局
が
出
席
。

　

17
日　

埼
玉
県
職
業
能

力
開
発
協
会
新
年
賀
詞
交

歓
会
。
大
附
理
事
長
が
出

席
。

　

19
日　

青
年
中
央
会
第

９
回
役
員
会
。
本
木
副
理

事
長
が
出
席
。

　

20
日　

青
年
部
第
10
回

役
員
会
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開

催
）。
会
長
、
副
会
長
、

各
委
員
会
委
員
長
が
出

席
。

　

21
日　

組
合
東
ブ
ロ
ッ

ク
会
。
４
名
が
出
席
。

　

25
日　

組
合
中
央
ブ
ロ

ッ
ク
会
。
６
名
が
出
席
。

　

27
日　

青
年
部
臨
時
総

会
。
出
席
者
・
青
年
部
会

員
18
名
、
委
任
状
４
名
。

　

同
日　

埼
玉
県
室
内
装

飾
事
業
協
同
組
合
と
埼
玉

県
内
装
仕
上
施
工
技
能
士

会
と
の
合
同
新
年
賀
詞
交

歓
会
。内
容
①
講
習
会「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
と
電
子
帳

票
保
存
法
に
つ
い
て
」。

講
師
・
Ｍ
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
会

計
事
務
所
森
智
佳
子
氏
。

②
新
年
賀
詞
交
歓
会
。
67

名
が
出
席
。

千

葉

　

５
日　

仕
事
始
め
。

　

10
日　

２
０
２
３
年
新

年
賀
詞
交
歓
会
（
東
京
室

内
装
飾
事
業
協
同
組
合
）。

藤
間
理
事
長
が
出
席
。

　

13
日　

令
和
５
年
１
月

日
装
連
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会

例
会
及
び
新
年
賀
詞
交
歓

会
に
藤
間
理
事
長
が
出

席
。

　

17
日　

令
和
５
年
千
葉

県
中
小
企
業
団
体
事
務
局

責
任
者
協
会
。
事
務
局
が

出
席
。

　

20
日　

２
０
２
３
年
新

年
会
開
催
。
コ
ロ
ナ
感
染

者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
消

毒
検
温
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
対
策
を
行
い
な
が
ら
の

新
年
会
と
な
っ
た
。

　

27
日　

令
和
４
年
度
第

２
回
理
事
会
・
千
葉
県
新

春
交
流
会
。
藤
間
理
事
長

が
出
席
。東

京

　

５
日　

組
合
事
務
局
仕

事
始
め
。

　

10
日　

東
装
協
新
年
賀

詞
交
歓
会
。
組
合
員
・
賛

助
会
員
・
関
係
団
体
な
ど

77
社
25
団
体
１
６
９
名
が

出
席
。

　

13
日　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

会
令
和
５
年
１
月
例
会
お

よ
び
新
年
賀
詞
交
歓
会
。

椎
津
理
事
長
と
羽
生
副
理

事
長
が
参
加
。

　

19
日　

広
報
委
員
会
・

環
境
研
究
会
合
同
会
議

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
）。

副
委
員
長
と
委
員
４
名
、

事
務
局
３
名
が
出
席
。

三
多
摩

　

20
日　

企
画
委
員
会
開

催
。
委
員
４
名
、
他
１
名

が
出
席
。
内
容
・
イ
ン
テ

リ
ア
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ｖ
ｏ

ｌ
．
９
編
集
会
議
。

　

25
日　

理
事
会
を
開

催
。
10
名
が
出
席
。

神
奈
川

　

６
日　

仕
事
始
め
。

　

同
日　

会
報
誌
「
イ
ン

テ
リ
ア
神
奈
川
１
月
号
」

発
刊
。

　

10
日　

中
小
企
業
組
合

等
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ
Ｘ

化
推
進
検
討
会
議
。
渡
邊

専
務
理
事
（
委
嘱
委
員
）

が
参
加
。

　

同
日　

東
装
協
新
年
賀

詞
交
歓
会
に
千
且
副
理
事

長
が
出
席
。

　

12
日　

令
和
４
年
度
防

火
壁
装
講
習
会
（
臨
時
・

新
規
）。
講
師
・
渡
邊
専

務
理
事
。
新
規
取
得
各
１

名
が
受
講
。

　

13
日　

日
装
連
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
例
会
及
び
新
年

懇
親
会
。
福
本
理
事
長
、

渡
邊
専
務
理
事
が
出
席
。

　

同
日　

外
国
人
技
能
検

定
随
時
３
級
技
能
検
定
内

装
仕
上
施
工
（
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
系
床
仕
上
げ
工
事
）。

内
容
・
外
国
人
実
技
試
験

計
２
名
。
長
澤
理
事
、
田

子
副
理
事
長
を
検
定
委
員

と
し
て
派
遣
。

　

同
日　

神
装
協
三
役
会

及
び
新
年
懇
話
会
。
三
役

及
び
事
務
局
主
任
出
席
。

　

17
日　

神
奈
川
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
賀
詞
交

歓
会
及
び
表
彰
式
。内
容
・

栗
田
筆
頭
副
理
事
長
表
彰

式
並
び
に
賀
詞
交
歓
会
。

福
本
理
事
長
、
栗
田
筆
頭

副
理
事
長
、
渡
邊
専
務
理

事
、
事
務
局
が
出
席
。

　

18
日　

令
和
４
年
度
防

火
壁
装
講
習
会
（
臨
時
・

新
規
）。
講
師
・
渡
邊
専

務
理
事
。
新
規
取
得
１
名

が
受
講
。

　

19
日　

令
和
４
年
度
防

火
壁
装
講
習
会
（
臨
時
・

新
規
）。
講
師
・
渡
邊
専

務
理
事
。
新
規
取
得
２
名

が
受
講
。

　

同
日　

防
炎
ラ
ベ
ル
シ

ス
テ
ム
開
発
検
討
会
議

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
）。
渡
邊
専

務
理
事
、
事
務
局
、
シ
ス

テ
ム
構
築
会
社
、
中
央
会

が
参
加
。

　

同
日　

神
装
協
新
年
に

集
う
会
２
０
２
３
。
51
名

が
参
加
。

　

23
日　

令
和
４
年
度
防

火
壁
装
講
習
会
（
臨
時
・

新
規
）。
講
師
・
渡
邊
専

務
理
事
。
新
規
取
得
１
名

が
受
講
。

　

26
日　

令
和
４
年
度
防

火
壁
装
施
工
管
理
者
資
格

更
新
講
習
会
。
講
師
・
白

鳥
伍
朗
氏
。
更
新
39
名
が

受
講
。

　

同
日　

日
装
連
内
装
士

第
41
次
必
修
研
修
会
。
講

師
・
渡
邊
専
務
理
事
。
内

容
・
今
年
の
２
大
ル
ー
ル

改
定
＋
ラ
ベ
ル
電
子
申

請
。
39
名
が
参
加
。

　

27
日　

令
和
４
年
度
防

火
壁
装
講
習
会
（
臨
時
・

新
規
）。
講
師
・
渡
邊
専

務
理
事
。
新
規
取
得
１
名

が
受
講
。

　

31
日　
「
事
務
局
だ
よ

り
Ｖ
ｏ
ｌ
．
41
」
発
信
。

山

梨

　

13
日　

日
装
連
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
１
月
度
例
会
・

新
年
懇
親
会
に
桜
井
理
事

長
他
１
名
が
出
席
。

　

22
日　

山
梨
県
鳶
工
業

連
合
会
定
期
総
会
に
桜
井

理
事
長
が
出
席
。

そ
の
た
め
の
教
育
普
及
、

物
価
高
騰
に
対
す
る
支

援
）。
小
倉
理
事
長
出
席
。

石

川

　

12
日　

野
々
市
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
感
謝
状
贈

呈
式
。
宮
理
事
長
・
岩
田

会
長
（
石
川
県
内
装
仕
上

技
能
士
会
）
が
出
席
。

　

18
日　

三
役
会
を
開

催
。
三
役
３
名
（
宮
理
事

長
・
西
川
副
理
事
長
・
髙

野
専
務
理
事
）
が
出
席
。

　

同
日　

第
５
回
理
事
会

を
開
催
。
理
事
10
名
、
監

事
１
名
、
事
務
局
職
員
が

出
席
。

　

24
日　
（
一
社
）
日
本

壁
装
協
会
２
０
２
２
年
度

第
５
回
理
事
会
（
壁
紙
振

興
会
第
５
回
理
事
会
併

催
）。
出
席
者
・
宮
本
理

事
相
談
役
（
リ
モ
ー
ト
出

席
）。

福

井

　

６
日　

新
年
挨
拶
廻

り
、神
明
神
社
祈
祷
参
拝
。

浜
本
理
事
長
、
小
林
副
理

事
長
、
西
村
副
理
事
長
、

友
高
専
務
理
事
、
事
務
局

員
が
出
席
。

　

20
日　

第
７
回
定
例
理

事
会
開
催
。浜
本
理
事
長
、

小
林
副
理
事
長
、
西
村
副

理
事
長
、友
高
専
務
理
事
、

他
理
事
８
名
が
出
席
。

　

同
日　

令
和
５
年
新
春

互
礼
会
開
催
。
浜
本
理
事

長
、
来
賓
、
賛
助
会
員
、

組
合
員
27
名
が
出
席
。

　

22
日　

国
家
資
格
技
能

検
定
合
格
に
向
け
た
技
術

講
習
会
開
催
。
講
師
・
西

村
副
理
事
長
。
受
講
生
４

名
。

　

27
日　

技
能
士
会
連
合

会
第
６
回
新
規
事
業
検
討

会
。
事
務
局
員
が
出
席
。

長

野

　

６
日　

仕
事
始
め
。

　

19
日　

三
役
会
、
理
事

会
を
開
催
。（
写
真
別
掲
）

　

20
日　

中
信
支
部
が
新

年
会
を
開
催
。

　

23
日　

中
央
会
よ
り
依

頼
の
景
況
等
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
三
役
、
支
部

長
に
発
信
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

岐

阜

　

11
日　

愛
知
県
室
内
装

飾
事
業
協
同
組
合
新
年
初

顔
合
わ
せ
会
に
江
口
副
理

事
長
が
参
加
。

　

13
日　

常
任
理
事
会
開

催
。
虫
賀
理
事
長
、
江
口

副
理
事
長
、
小
椋
副
理
事

長
、
谷
岡
専
務
理
事
が
出

北日装連単組
レポート

か
らか南
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北
海
道
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関
東
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鳥

取

　

記
載
事
項
な
し

し
ま
ね

　

19
日　

50
周
年
記
念
事

業
部
長
会
議
。
計
７
名
が

出
席
。

　

25
日　

防
火
壁
装
・
防

炎
業
務
講
習
会
。
計
27
名

が
出
席
。

　

26
日　

島
根
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
新
年
賀

会
。
三
島
理
事
長
、
長
岡

副
理
事
長
の
２
名
出
席
。

　

30
日　

島
根
県
知
事
丸

山
達
也
様
表
敬
訪
問
。
理

事
長
、
副
理
事
長
２
名
、

専
務
理
事
、
顧
問
、
事
務

局
の
計
６
名
が
出
席
。
組

合
50
周
年
記
念
式
典
案

内
、
要
望
書
提
出
。

　

31
日　

青
年
部
役
員
会

開
催
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

沖

縄

　

29
日　

リ
ン
テ
ッ
ク
様
の

協
力
を
得
て
、
化
粧
フ
ィ
ル

ム
施
工
勉
強
会
を
開
催
。
講

師
・
Ｔ
Ｓ
―
２
代
表
取
締
役

植
野
真
氏
。
新
商
品
説
明
・

リ
ン
テ
ッ
ク
サ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
㈱
福
岡
営
業
所
鶴
澤
大
地

氏
。
20
名
が
受
講
。

徳

島

　

５
日　

経
済
５
団
体
新

年
祝
賀
会
。

香

川

　

13
日　

香
川
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
青
年
部
正

副
会
長
会
に
高
橋
次
世
代

理
事
が
出
席
。

　

27
日　

第
３
５
３
回
理

事
会
を
開
催
。
藤
井
理
事

長
他
15
名
が
出
席
。

　

同
日　

令
和
５
年
新
春

祝
賀
会
を
開
催
。
37
名
が

出
席
。

愛

媛

　

５
日　

組
合
事
務
局
仕

事
初
め
。

　

６
日　

新
年
挨
拶
ま
わ

り
（
中
止
）。

高

知

　

10
日　

定
例
理
事
会
を

開
催
。
久
保
理
事
長
他
８

名
が
出
席
。

　

17
日　

高
装
協
広
報
委

員
会
を
開
催
。
市
川
広
報

委
員
長
他
３
名
が
出
席
。

　

同
日　

高
装
協
施
工
委

員
会
を
開
催
。
関
田
施
工

委
員
長
他
４
名
が
出
席
。

　

24
日　

定
例
四
役
会
を

開
催
。
久
保
理
事
長
他
４

名
が
出
席
。

　

同
日　

卸
屋
会
を
開

催
。
卸
屋
４
社
、
組
合
よ

り
久
保
理
事
長
他
４
名
が

出
席
。

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

滋

賀

　

６
日　

大
阪
組
合
新
年

祝
賀
会
に
理
事
長
出
席
。

　

７
日　

フ
ラ
ッ
ト
ボ
ッ

ク
ス
打
合
せ
。
講
師
３
名

と
最
終
打
合
せ
。

　

16
日
～
18
日　

フ
ラ

ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
体
験
会
。

16
、
17
日
・
会
場
準
備
、

設
営
。
18
日
・
体
験
会
、

解
体
、
後
片
付
け
。（
写

真
別
掲
）。

　

20
日　

京
都
組
合
創
立

60
周
年
記
念
式
典
に
理
事

長
、
青
木
副
理
事
長
、
葛

畑
理
事
、
清
水
理
事
が
出

席
。

　

31
日　

第
５
回
理
事
会

岡

山

　

18
日　
「
第
２
７
２
回

理
事
会
」
が
開
催
さ
れ
、

協
力
会
員
の
新
規
加
入
２

社
の
承
認
、
お
よ
び
、
令

和
５
年
11
月
21
日
に
予
定

し
て
い
る
組
合
創
立
50
周

年
記
念
事
業
な
ど
に
つ
い

て
打
合
せ
。

広

島

　

10
日　

中
小
企
業
団
体

事
務
局
代
表
者
協
議
会
役

員
会
（
リ
モ
ー
ト
）。
事

務
局
が
出
席
。

　

13
日　

新
年
互
礼
会

（
来
賓
招
待
は
な
し
）。
組

合
員
、
賛
助
会
員
60
名
が

参
加
。

　

17
日　

日
装
連
Ｉ
Ｄ
特

別
委
員
会
に
竹
内
理
事
長

が
出
席
。

　

19
日　

中
小
企
業
団
体

事
務
局
代
表
者
協
議
会
役

員
会
に
事
務
局
が
出
席
。

　

25
日　

賛
助
会
員
・
卸

組
合
員
（
メ
ー
カ
ー
）
リ

モ
ー
ト
商
品
説
明
会
。
６

社
説
明
、
16
名
が
視
聴
。

山

口

　

21
日　

令
和
４
年
度
第

２
回
役
員
会
開
催
。

　

同
日　

青
年
部
会
を
開

催
。

席
。

　

18
日　

令
和
４
年
度
第

２
回
防
火
壁
装
講
習
会
、

防
炎
業
務
講
習
会
を
開

催
。
講
師
・
富
田
防
炎
担

当
委
員
長
、
堀
防
炎
担
当

副
委
員
長
。
11
名
が
受
講

（
全
員
３
年
間
の
資
格
を

取
得
）。

　

同
日　

青
年
部
会
並
び

に
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開

催
。ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
６
名
、

青
年
部
会
９
名
出
席
。

　

23
日　

第
２
２
８
回
理

事
会
と
新
年
懇
親
会
を
開

催
。
虫
賀
理
事
長
他
12
名

が
出
席
。理
事
会
終
了
後
、

新
年
懇
親
会
開
催
。

　

25
日　

岐
阜
刑
務
所
受

刑
者
に
壁
装
講
習
を
実

施
。
内
容
・
岐
阜
刑
務
所

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
当
組

合
栗
田
氏
を
派
遣
し
、
受

刑
者
に
壁
装
を
教
示
。

静

岡

　

11
日　

愛
装
協
主
催
新

年
初
顔
合
わ
せ
会
に
鷹
尾

理
事
長
、
遠
藤
副
理
事
長

が
出
席
。

　

12
日　

２
０
２
２
年
度

第
４
回
総
務
委
員
会
開

催
。
鷹
尾
理
事
長
、
副
理

事
長
３
名
、
事
務
局
縣
氏

が
出
席
。

　

18
日　

静
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
主
催
新
年

賀
詞
交
歓
会
。
小
林
副
理

事
長
、
山
本
副
理
事
長
が

出
席
。

　

20
日　

イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
事
業
所
登
録
に
伴
う
、

売
掛
シ
ス
テ
ム
等
の
変
更

改
修
に
つ
い
て
。
中
央
会

大
長
職
員
、
Ｄ
Ｘ
サ
ポ
ー

ト
小
林
氏
、
事
務
局
縣
氏

が
出
席
。

　

27
日　

２
０
２
２
年
度

第
４
回
理
事
会
開
催
。
鷹

尾
理
事
長
、
副
理
事
長
３

名
、
理
事
８
名
、
監
事
２

名
、
支
部
長
２
名
、
事
務

局
縣
氏
が
出
席
。
理
事
会

終
了
後
、新
年
会
を
開
催
。

愛

知

　

６
日　

仕
事
始
め
。

　

10
日　

愛
知
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
新
年
祝
賀

会
に
鈴
木
理
事
長
が
出

席
。

　

11
日　

第
３
８
１
回
理

事
・
役
員
会
開
催
。

　

同
日　

令
和
４
年
度
新

年
初
顔
合
わ
せ
会
。
組
合

員
、
賛
助
会
員
、
来
賓
、

本
年
度
の
受
賞
者
に
よ
る

懇
親
会
を
開
催
。
１
３
０

名
が
参
加
。

　

13
日　

公
明
党
新
春
セ

ミ
ナ
ー
に
西
村
事
務
局
次

長
が
出
席
。

　

18
日　

日
装
連
情
報
流

通
委
員
会
に
鈴
木
理
事
長

が
出
席
。

　

25
日　

60
周
年
記
念
実

行
委
員
会
第
１
回
部
会
長

会
議
。
戸
嶋
実
行
委
員
長

を
は
じ
め
、
記
念
式
典
・

記
念
事
業
・
記
念
誌
・
事

務
局
の
各
部
会
長
が
集
ま

り
、
令
和
５
年
９
月
開
催

予
定
の
記
念
式
典
事
業
に

向
け
て
協
議
。

三

河

　

11
日　

愛
装
協
新
年
会

に
高
柳
理
事
長
・
七
原
理

事
が
出
席
。

　

24
日　

新
年
理
事
会
開

催
。
11
名
が
出
席
。

三

重

　

11
日　

愛
装
協
新
年
初

顔
合
せ
会
に
中
村
理
事
長

が
出
席
。

　

23
日　

イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
開
催
。

　

同
日　

第
３
４
７
回
理

事
会
開
催
。
理
事
６
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
１
名

計
９
名
が
出
席
。

開
催
。
帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
『
不
燃
シ
ー
ト
製
防
煙

垂
れ
壁
』説
明
。
終
了
後
、

組
合
新
年
会
開
催
。

京

都

　

４
日　

京
都
府
中
小
企

業
団
体
中
央
会
新
年
賀
詞

交
歓
会
に
白
石
理
事
長
が

出
席
。

　

６
日　

大
阪
室
内
装
飾

事
業
協
同
組
合
新
年
祝
賀

会
に
白
石
理
事
長
出
席
。

　

10
日　

大
阪
内
装
仕
上

技
能
士
会
新
年
会
に
植
松

理
事
が
出
席
。

　

12
日　

理
事
会
を
開

催
。
理
事
が
出
席
。

　

14
日　

京
都
青
年
中
央

会
２
０
２
３
年
新
春
懇
親

会
に
奥
理
事
が
出
席
。

　

15
日　
「
教
え
て
マ
イ

ス
タ
ー
！
も
の
づ
く
り
体

験
教
室
」。
中
村
副
理
事

長
、
植
松
理
事
が
出
席
。

　

20
日　

京
都
室
内
装
飾

協
同
組
合
創
立
60
周
年
・

京
都
室
内
装
飾
技
能
士
会

創
立
30
周
年
記
念
式
典
開

催
。
理
事
が
出
席
。

大

阪

　

６
日　

１
月
度
理
事
会

開
催
。理
事
14
名
が
出
席
。 　

同
日　

新
年
祝
賀
会
開

催
。
組
合
員
・
来
賓
・
賛

助
会
員
93
名
が
出
席
。

　

10
日　

大
阪
内
装
仕
上

技
能
士
会
新
年
懇
親
会
に

大
石
理
事
長
・
大
家
専
務

理
事
が
出
席
。

　

11
日　

兵
庫
組
合
新
年

互
例
会
に
大
石
理
事
長
・

大
家
専
務
理
事
が
出
席
。

　

17
日　

日
装
連
Ｉ
Ｄ
特

別
委
員
会
に
大
石
理
事
長

が
出
席
。

　

19
日　

大
阪
府
表
具
内

装
協
同
組
合
新
年
互
例
会

に
鈴
木
副
理
事
長
出
席
。

　

20
日　

京
都
組
合
創
立

60
周
年
記
念
式
典
に
大
石

理
事
長
が
出
席
。

兵

庫

　

11
日　

理
事
会
開
催
。

　

同
日　

技
能
検
定
試
験

合
格
者
合
格
証
書
授
与

式
。
兵
庫
県
産
業
労
働
部

能
力
開
発
課
元
佐
課
長
よ

り
証
書
授
与
い
た
だ
く
。

　

同
日　

令
和
５
年
新

年
互
例
会
開
催
。
ご
来

賓
・
組
合
員
・
賛
助
会
員

１
０
６
名
が
出
席
。

　

20
日　

京
都
組
合
60
周

年
記
念
式
に
青
木
理
事
長

が
出
席
。奈

良

　

13
日　

新
年
理
事
会
＆

新
年
会
開
催
。理
事
役
員
、

監
査
、
事
務
局
が
出
席
。

　

20
日　

京
都
組
合
創
立

60
周
年
記
念
式
典
に
組
合

よ
り
安
田
副
理
事
長
、
技

能
士
会
よ
り
水
田
会
長
が

出
席
。

和
歌
山

　

６
日　

和
歌
山
県
経
済

団
体
連
合
会
２
０
２
３
年

新
春
賀
礼
会
。
浦
口
副
理

事
長
が
出
席
。

　

同
日　

大
阪
室
内
装
飾

事
業
協
同
組
合
新
年
祝
賀

会
。
東
端
理
事
長
、
谷
本

専
務
理
事
が
出
席
。

　

11
日　
【
紀
北
～
和
歌

山
市
内
エ
リ
ア
対
象
】
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
対
策
セ
ミ

ナ
ー
。
聴
講
者
65
名
（
会

場
ス
タ
ッ
フ
、
事
務
局
含

む
）。

　

18
日　

情
報
・
流
通
委

員
会
新
聞
編
集
会
議
に
浦

口
副
理
事
長
が
出
席
。

　

20
日　

京
都
室
内
装
飾

協
同
組
合
創
立
60
周
年
記

念
式
典
に
東
端
理
事
長
が

出
席
。

　

22
～
23
日　

Ｗ
．
Ｉ
．

Ｄ
．
Ａ
．
青
年
部
紀
南
研

修
事
業
。松
岡
青
年
部
長
、

小
比
賀
副
部
長
、
井
戸
理

事
、
谷
本
理
事
、
畑
理
事
、

早
水（
康
）氏
、東
端（
秀
）

氏
、
福
井
理
事
が
出
席
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

福

岡

　

５
日　

仕
事
始
め
。

　

６
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
へ
、
月
次

情
報
連
絡
票
（
12
月
分
）

提
出
。

　

17
日　

防
炎
業
務
、
防

火
壁
装
施
工
管
理
者
講
習

会
。
67
名
が
受
講
。

　

29
日　

組
合
員
（
卸
部

会
）
㈱
鹿
田
産
業
の
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
。
隈
研
吾
建
築

都
市
設
計
事
務
所
の
内
装

設
計
に
て
自
然
素
材
を
活

か
し
た
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で

あ
り
隈
研
吾
氏
と
の
対
談

も
企
画
。
村
上
理
事
長
と

の
都
合
が
合
わ
ず
祝
電
対

応
に
て
後
日
訪
問
予
定
。

佐

賀

　

６
日　

理
事
長
・
事
務

局
打
ち
合
わ
せ
。

　

24
日　

決
算
見
込
み
資

料
作
成
。

　

26
日　

理
事
長
・
事
務

局
打
ち
合
わ
せ
。

長

崎

　

17
日　

令
和
５
年
新
年

互
礼
会
（
開
催
中
止
）。

　

19
日　

令
和
４
年
度
中

央
会
青
年
部
第
８
回
幹
事

会
に
小
室
会
長
が
出
席
。

　

25
日　

令
和
４
年
度
組

合
人
材
養
成
研
修
会
後
の

懇
親
会
に
小
室
会
長
が
出

席
。

熊

本

　

５
日　

仕
事
始
め
。

　

12
日　

熊
本
県
建
築
協

会
新
年
名
刺
交
換
会
に
中

野
理
事
長
が
出
席
。

　

20
日　

熊
装
協
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
講
習
会
。講
師
・

椿
税
理
士
事
務
所
椿
喜
久

雄
氏
。
組
合
関
係
者
・
賛

助
会
員
22
名
が
参
加
。

　

25
日　

熊
本
県
塗
装
防

水
仕
上
業
協
同
組
合
塗
装

関
連
団
体
新
年
会
に
中
野

理
事
長
が
出
席
。

　

27
日　

熊
装
協
青
年
部

新
年
会
。
青
年
部
６
名
が

参
加
。

大

分

　

４
日　

組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
更
新
。

　

11
日　

令
和
５
年
新
年

互
礼
会
（
中
止
）。

　

同
日　

郡
理
事
長
・
事

務
局
で
業
務
打
合
わ
せ
。

宮

崎

　

12
日　

三
役
会
議
。
松

本
理
事
長
外
４
名
が
出

席
。

　

同
日　

令
和
４
年
度
第

２
回
正
副
会
長
会
議
。
秦

副
理
事
長
が
出
席
。

　

同
日　

会
計
帳
簿
・
書

類
等
点
検
確
認
。
松
本
理

事
長
出
席
。

　

18
日　

令
和
４
年
度
第

３
回
理
事
会
（
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
）。
松
本

理
事
長
が
出
席
。

　

20
日　

令
和
４
年
度
第

５
回
理
事
会
。
秦
副
理
事

長
が
出
席
。

　

同
日　

組
合
事
務
所
の

決
算
書
類
作
成
に
つ
い
て

の
指
導
。
当
組
合
顧
問
税

理
士
・
事
務
局
長
が
出
席
。

　

26
日　

令
和
３
年
分
年

末
調
整
訂
正
（
宮
崎
税
務

署
）。

　

31
日　

令
和
４
年
度
取

引
力
強
化
推
進
事
業
補
助

金
に
係
る
補
助
事
業
実
績

報
告
書
作
成
・
提
出
。
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
河

野
部
長
・
事
務
局
長
が
出

席
。

　

同
日　

通
帳
残
高
及
び

帳
簿
残
高
の
照
合
確
認

（
12
月
分
）。会
計
責
任
者
・

中
村
副
理
事
長
。

鹿
児
島

　

20
日　

三
役
会
・
理
事

会
開
催
。
田
中
理
事
長
他

理
事
が
出
席
。

　

同
日　

組
合
員
＆
賛
助

会
員
意
見
交
換
会
。
組
合

員
・
賛
助
会
員
37
名
が
出

席
。

　

同
日　

新
年
会
開
催
。

組
合
員
・
賛
助
会
員
37
名

が
出
席
。

滋
賀
組
合
　
フ
ラ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
体
験
会

上：しまね組合　島根県知事丸山達也様表敬訪問
下：鹿児島組合　組合員＆賛助会員意見交換会
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コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
新
し

い
理
事
長
が
誕
生
し
た
組

合
を
巡
る
、最
前
線
探
訪
・

新
理
事
長
編
。
今
回
は
令

和
２
年
度
に
大
附
泰
久
氏

が
理
事
長
に
就
任
し
た
埼

玉
組
合
に
伺
っ
た
。

　

埼
玉
組
合
は
青
年
部
の

先
進
事
例
と
し
て
全
国
で

も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
角

田
健
前
理
事
長
が
約
20
年

前
に
立
ち
上
げ
た
青
年
部

　
「
新
体
制
と
し
て
組
合

改
革
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
、
一
番
の
重
要
課
題
が

ラ
ベ
ル
会
員
問
題
で
し

た
。
長
年
の
懸
案
事
項
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
神
奈

川
、
三
多
摩
、
群
馬
が
実

施
し
ま
し
た
し
、
組
合
体

制
の
健
全
化
と
い
う
意
味

で
も
早
期
に
実
行
す
べ
き

だ
と
判
断
し
ま
し
た
」
と

語
る
大
附
理
事
長
。

　

現
在
、
埼
玉
組
合
の
ラ

ベ
ル
会
員
は
２
９
０
社

で
、
正
会
員
１
４
７
社
の

約
２
倍
と
な
っ
て
い
る
。

ラ
ベ
ル
会
員
へ
の
ラ
ベ
ル

の
販
売
単
価
は
通
常
の
２

倍
に
設
定
し
て
い
た
た
め

　

そ
れ
と
と
も
に
注
力
す

る
の
が
組
合
自
体
の
価
値

向
上
だ
。
そ
の
第
一
歩
と

し
て
、
ラ
ベ
ル
の
電
子
申

請
化
を
行
う
こ
と
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数

が
増
え
る
こ
と
を
見
越
し

て
昨
年
に
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

組
合
の
活
動
状
況
が
伝
わ

り
や
す
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を

充
実
さ
せ
た
。

　
「
さ
ら
に
、
こ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
多
く
の
情

報
を
発
信
し
て
い
く
た
め

に
、
次
年
度
（
令
和
６
年

度
）
か
ら
は
各
委
員
会
で

セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
会
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
新
規
事
業

を
一
つ
実
施
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
」

　

現
在
、
埼
玉
組
合
で
は

総
務
委
員
会
、
技
能
委
員

会
、
教
育
・
資
格
委
員
会
、

情
報
委
員
会
、
次
世
代
育

成
委
員
会
と
い
う
５
つ
の

委
員
会
で
事
業
活
動
し
て

い
る
。
当
然
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
も
各
委
員
会
に
て

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
担
当

し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ

れ
に
加
え
て
新
し
い
事
業

を
一
つ
企
画
し
て
い
こ
う

と
い
う
わ
け
だ
。

　

例
え
ば
、
総
務
委
員
会

は
総
会
運
営
な
ど
組
合
の

基
本
的
な
事
業
を
担
当
し

て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え

て
組
合
員
の
親
睦
を
深
め

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
新

た
に
企
画
す
る
と
い
う
。

　

ま
た
技
能
委
員
会
で

は
、
技
能
検
定
に
向
け
た

ト
ラ
イ
ア
ル
、
お
よ
び
埼

玉
県
内
装
仕
上
施
工
技
能

士
会
と
連
携
し
て
施
工
イ

　

こ
の
よ
う
に
見
事
に
世

代
交
代
を
果
た
し
、
先
々

を
見
据
え
て
組
合
活
動
を

活
性
化
さ
せ
る
埼
玉
組
合

だ
が
、
そ
の
礎
に
な
っ
た

青
年
部
が
大
き
な
壁
に
直

面
し
て
い
る
と
い
う
。

　

埼
玉
組
合
の
青
年
部

は
、
大
附
理
事
長
時
代
の

旧
青
年
部
か
ら
、
２
０
１

６
年
に
新
青
年
部
に
再
編

さ
れ
（
詳
細
は
最
前
線
探

訪
・
青
年
部
編
／
２
０
２

０
年
９
月
号
掲
載
）、
中

堅
世
代
を
中
心
に
引
き
続

き
積
極
的
な
活
動
を
継
続

し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
20

代
、
30
代
の
若
手
世
代
の

数
が
年
々
少
な
く
な
り
、

徐
々
に
高
年
齢
化
が
進
ん

で
い
る
状
態
に
あ
る
。

　
「
現
在
、
青
年
部
は
40

代
が
中
心
と
な
っ
て
い

て
、
そ
の
下
の
世
代
は
あ

ま
り
い
ま
せ
ん
。
現
場
で

も
見
か
け
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
世

代
自
体
が
内
装
業
界
か
ら

い
な
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
組
合
と
い
う
よ
り

も
内
装
業
界
全
体
の
大
問

題
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
」

　
「
若
い
人
に
こ
の
業
界

へ
目
を
向
け
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
以
前
の
よ
う
に

『
同
業
者
は
敵
』
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
味
方
だ

と
思
っ
て
共
に
闘
っ
て
い

く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
組

合
の
存
在
意
義
も
そ
こ
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」

　

組
合
員
同
士
は
も
ち
ろ

ん
、
他
の
内
装
関
連
団
体

と
も
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
、
埼
玉
県
内
の
内
装
業

界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

請
書
が
不
要
と
な
る
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

現
場
か
ら
直
接
申
請
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
利

便
性
が
大
幅
に
向
上
す

る
。
当
然
、
埼
玉
組
合
の

ラ
ベ
ル
の
価
値
は
高
ま
る

こ
と
に
な
る
。

　
「
そ
れ
で
も
、
実
際
に

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
は
じ
め
る

と
、
違
う
団
体
で
も
購
入

で
き
る
、
と
い
っ
た
声
も

た
く
さ
ん
で
て
き
ま
す
。

ラ
ベ
ル
発
行
の
利
便
性
向

上
も
大
切
で
す
が
、
日
装

連
や
壁
装
施
工
団
体
協
議

会
に
も
、
そ
う
し
た
問
題

へ
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
で
す
ね
」

収
益
も
大
き
く
、
財
政
面

を
考
え
る
と
決
断
は
難
し

い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
協
同
組
合
法

の
規
定
も
あ
り
、
将
来
を

見
据
え
て
決
断
、
次
年
度

（
令
和
６
年
度
）
１
年
間

を
移
行
期
間
に
設
定
し
令

和
７
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
廃
止
す
る
と
い
う
。
移

行
期
間
中
は
入
会
金
無
料

と
し
て
正
組
合
員
化
を
促

し
て
い
く
。

　
「
１
０
０
社
ほ
ど
移
行

し
て
も
ら
え
る
と
、
組
合

の
財
政
的
に
も
安
定
し
ま

す
。
そ
れ
に
は
埼
玉
組
合

か
ら
ラ
ベ
ル
を
購
入
す
る

こ
と
の
意
義
、
さ
ら
に
は

組
合
の
付
加
価
値
向
上
が

不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
の
施
策
の
一
つ
と
し

て
進
め
て
い
る
の
が
防
火

壁
装
ラ
ベ
ル
の
電
子
申
請

化
で
あ
る
。
神
奈
川
組
合

が
先
行
し
て
導
入
し
た
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
今
年

５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

と
の
こ
と
。
電
子
申
請
化

さ
れ
れ
ば
、
手
書
き
の
申

ベ
ン
ト
「
内
装
材
に
係
わ

る
も
の
に
触
れ
る
研
修

会
」
を
行
っ
て
き
た
が
、

も
う
一
つ
施
工
関
連
の
講

習
会
を
行
う
と
い
う
。

　

教
育
・
資
格
委
員
会
で

は
基
幹
事
業
と
し
て
防

炎
・
防
火
壁
装
講
習
会
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
期
か

ら
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
必

要
な
教
育
事
業
を
行
う
。

今
回
の
賀
詞
交
歓
会
で
同

時
開
催
し
た
講
習
会
「
イ

ン
ボ
イ
ス
講
習
会
」
は
、

ま
さ
に
そ
の
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
企
画
で
、
昨
年
は

「
石
綿
講
習
会
」
も
先
行

し
て
開
催
し
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
情
報
委
員
会
で

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
に

加
え
て
賛
助
会
員
（
メ
ー

カ
ー
）
と
連
携
し
た
新
商

品
講
習
会
な
ど
を
企
画
、

次
世
代
委
員
会
は
青
年
部

の
活
動
を
支
援
し
つ
つ
、

今
後
は
親
会
と
連
動
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
予
定
と

の
こ
と
だ
。

　
「
毎
月
１
回
は
何
か
し

ら
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
随
時
紹
介
し
て
い
け

ば
、
組
合
の
存
在
価
値
を

打
ち
出
せ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
理
事
15
名
が
フ
ル

回
転
し
て
運
営
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
」

の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人

だ
っ
た
の
が
大
附
理
事
長

で
あ
る
。
大
附
理
事
長
だ

け
で
な
く
、
現
在
の
理
事

の
多
く
が
青
年
部
創
設
メ

ン
バ
ー
で
、
ま
さ
に
組
合

ご
と
世
代
交
代
を
果
た
し

た
成
功
事
例
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　

今
回
は
、賀
詞
交
歓
会
・

講
習
会
前
の
お
忙
し
い
時

間
を
頂
戴
し
、
大
附
理
事

長
以
下
三
役
の
方
々
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
新
生

埼
玉
組
合
の
こ
れ
か
ら
の

方
針
を
伺
っ
た
。
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ラ
ベ
ル
会
員
廃
止
を
決
定

ラ
ベ
ル
の
価
値
向
上
に
取
り
組
む

全
委
員
会
で
１
つ
新
規
事
業
を
実
施

新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
充
実
し
た
活
動
を
Ｐ
Ｒ

青
年
部
の
高
年
齢
化
が
課
題

内
装
業
者
全
体
で
業
界
活
性
化
目
指
す

埼玉組合三役の皆さん。中央が大附理事長

施工研修会

石綿講習会

インボイス講習会


